
 

        
                                

                                                                                                            
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特集  共生社会の実現に向けて

会的包摂と公民館   

 

２０２５(令和７年)３月発行  

社会教育の推進と共生社会の実現に向けて 

群馬県生涯学習センター館長 山口 明 

 

社会教育の推進と共生社会の実現に向けた意義を考えてみました。終戦により国民主権に基づく

日本国憲法が成立し、その後社会教育法が施行されました。この社会教育法は戦前の教育とは違い、

生活に即する文化的教養を高める環境づくりを国や自治体に求めています。 

さて、日本は今、人口減少や貧困の連鎖、円安による物価上昇での生活苦、社会的に弱い立場の

人（子供、障害者、外国人など）への虐待、そして闇バイトの多発など社会問題が発生する中で、

厳しい状況にある人の増加、金銭苦から冷静さを欠く行動などが多くなっており、閉塞感が出始め

ています。そのような状況の中で、社会的に弱い立場の人への包摂を学び平等の精神で共生社会を

目指すことや困難な人でも自分を磨き文化的な教養を高めることへの教育支援は重要だと思いま

す。社会教育は、自由と平等を重視する日本国憲法の下、文化や教育など自ら学びたい人を支援す

る社会資源だと思います。 

生涯学習センターは、社会の現状や課題を常に把握しながら今後の社会教育の人材育成に努めて

いきますので、皆様の御理解と御協力をお願いします。 
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論
考 

共
生
共
創
社
会
の
実
現
に
向
け
た

邑
楽
町
中
央
公
民
館
の
取
組 

 

学
び
と
遊
び
が
テ
ー
マ
の
「
邑 む

ら

っ
子
フ
ェ
ス
」 

一
人
一
人
が
輝
く
障
が
い
者
「
お
う
ら
青
年
学
級
」 

  

邑
楽
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
長
・
社
会
教
育
主
事 

 
藤
田 

和
良 

 

は
じ
め
に 

邑
楽
町
は
、
人
口
約
２
６
，
０
０
０
人
で
、
４
小
学
校
、

２
中
学
校
の
ほ
か
、
生
涯
学
習
課
の
所
管
施
設
と
し
て
、
３

公
民
館
、
図
書
館
、
体
育
館
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
図
書
館

は
、
人
口
当
た
り
の
貸
出
率
が
２
５
年
連
続
で
群
馬
県
ト
ッ

プ
を
誇
っ
て
い
ま
す
。 

平
成
３
０
年
９
月
１
日
、
老
朽
化
し
た
邑
楽
町
公
民
館
の

移
転
・
新
築
と
本
格
的
な
ホ
ー
ル
建
設
を
兼
ね
て
計
画
さ
れ

た
邑
楽
町
中
央
公
民
館
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
邑
楽
町
は

近
隣
で
も
唯
一
ホ
ー
ル
の
な
い
町
で
、
町
民
に
と
っ
て
３
０

年
越
し
の
悲
願
で
し
た
。
少
子
高
齢
化
や
長
期
的
な
財
政
状

況
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
文
化
芸
術
の
発
信
基
地
で
あ
る
ホ

ー
ル
と
、
社
会
教
育
施
設
で
あ
る
公
民
館
を
一
つ
に
ま
と
め

た
複
合
施
設
と
し
て
の
側
面
を
持
つ
公
民
館
は
全
国
的
に
見

て
も
珍
し
い
と
思
い
ま
す
。 

１ 

住
民
と
と
も
に
新
し
い
公
民
館
を
創
造 

 

～
社
会
教
育
＋
文
化
芸
術
の
融
合
～ 

教
育
と
文
化
の
拠
点
施
設
と
し
て
ソ
フ
ト
事
業
の
充
実
を

図
る
た
め
、
平
成
２
８
年
９
月
中
央
公
民
館
開
館
準
備
事
業

実
行
委
員
会
が
発
足
。
公
募
で
集
ま
っ
た
実
行
委
員
は
、
地

域
住
民
や
会
社
員
、
主
婦
、
文
化
団
体
、
公
民
館
運
営
審
議

会
委
員
な
ど
２
１
名
が
参
加
。
公
民
館
利
用
者
は
も
ち
ろ

ん
、
未
利
用
者
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
（
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
等
）
を
２
年
間
で
延
べ
２
８
回
開
催
。
実
行
委
員
会
で
は

演
劇
・
音
楽
・
ダ
ン
ス
の
３
本
柱
を
軸
に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
学
習
会
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
な
ど
の
新
規
利
用
者
開
拓
に

つ
な
が
る
事
業
を
数
多
く
実
施
し
ま
し
た
。 

特
長
は
、「
①
公
民
館
利
用
団
体
な
ど
の
既
存
組
織
で
は

な
く
、
住
民
参
加
型
の
新
し
い
組
織
の
立
ち
上
げ
、
②
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
や
公
民
館
の
必
要
性
・
役
割
等
を
テ
ー
マ
に
し

た
講
演
会
を
行
い
参
加
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
っ
た
、
③
住

民
や
参
加
者
の
声
を
反
映
し
、
年
齢
な
ど
レ
ベ
ル
や
状
況
に

応
じ
た
柔
軟
な
運
営
を
心
掛
け
た
」
で
す
。 

既
存
組
織
の
支
援
や
再
編
成
で
は
な
く
広
く
一
般
に
公
募

し
、
新
た
に
組
織
化
を
進
め
て
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ

ま
で
公
民
館
活
動
の
中
で
は
な
か
な
か
集
ま
っ
て
こ
な
か
っ

た
小
学
生
や
中
学
生
、
高
校
生
な
ど
の
子
ど
も
若
者
を
は
じ

め
、
幅
広
い
年
代
や
職
種
の
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
集
ま
り
ま

し
た
。
な
お
、
こ
の
開
館
準
備
事
業
実
行
委
員
会
の
集
大
成

と
も
い
え
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
は
、
２
日
間
で
５
，

５
０
０
人
が
来
場
。
町
民
の
５
人
に
１
人
が
来
場
し
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

２ 

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て 

 

～
障
が
い
者
「
お
う
ら
青
年
学
級
」
～ 

町
で
は
全
て
の
住
民
に
学
習
権
を
保
障
し
よ
う
と
い
う
構

想
の
下
、
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
特
に
、
年
間
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
し
て
、
①
子
育
て
ひ
ろ
ば
は
、
２
歳
児
と
そ
の
保
護
者

を
対
象
に
年
１
８
回
、
②
お
う
ら
少
年
少
女
合
唱
隊
Ｓ
Ｉ
Ｎ

Ｇ
！
は
、
小
学
生
を
対
象
に
年
２
４
回
、
③
高
齢
者
学
級
た

け
の
こ
ク
ラ
ブ
は
、
６
５
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に
年
１

５
回
、
④
Ｉ
Ｔ
講
習
会
は
、
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
な
ど
を
対
象

に
年
２
８
回
、
⑤
障
が
い
者
お
う
ら
青
年
学
級
は
、
軽
・
中

度
の
知
的
障
が
い
者
を
対
象
に
年
１
１
回
、
⑥
日
本
語
教
室

は
、
町
内
在
住
の
外
国
人
を
対
象
に
毎
週
開
催
し
て
い
ま

す
。 中

で
も
、
⑤
障
が
い
者
お
う
ら
青
年
学
級
は
、
不
利
な
立

場
の
人
こ
そ
、
学
習
権
を
公
民
館
で
保
障
す
る
と
い
う
考
え

の
下
、
平
成
１
６
年
度
に
発
足
。
自
立
し
た
生
活
や
余
暇
活

動
の
充
実
を
目
的
と
し
、
学
級
生
一
人
一
人
が
自
分
の
目
標

を
設
定
し
な
が
ら
、
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
、
地
域
の
人

た
ち
と
と
も
に
楽
し
く

学
び
ま
す
。
学
級
生
は

１
０
代
か
ら
５
０
代
ま

で
の
軽
・
中
度
の
知
的

障
が
い
の
あ
る
男
女
１

０
人
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
１
６
人
で
運

営
。 発

足
２
１
年
目
の
現

おうら青年学級で調理実習をする学級生たち 

２ 



在
、
学
級
生
た
ち
の
心
が
安
定
し
、
家
族
と
の
会
話
も
増
え

ま
し
た
。
ま
た
、
料
理
や
洗
濯
、
電
話
連
絡
な
ど
、
そ
の
生

活
に
も
変
化
と
成
長
が
み
ら
れ
ま
し
た
。 

一
人
一
人
が
生
き
生
き
と
輝
く
お
う
ら
青
年
学
級
と
し

て
、
こ
れ
か
ら
も
学
級
生
の
声
を
基
本
に
し
た
活
動
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
青
年
学
級
は
小
さ
な
取
組
で
は
あ
り
ま
す

が
、
公
民
館
の
あ
る
べ
き
姿
を
表
現
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。 

お
う
ら
青
年
学
級
は
、
令
和
元
年
度
に
「
障
害
者
の
生
涯

学
習
支
援
活
動
」
に
係
る
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
令
和
２
年
度
に
は
、
お
う
ら
青
年
学
級
の

取
組
や
前
述
１
で
も
書
き
ま
し
た
が
住
民
参
加
型
の
様
々
な

取
組
が
高
く
評
価
さ
れ
、
優
良
公
民
館
文
部
科
学
大
臣
表
彰

優
秀
館
（
第
２
位
）
を
受
賞
。
群
馬
県
か
ら
の
優
秀
館
以
上

の
選
出
は
初
の
快
挙
と
な
り
ま
し
た
。 

 

３ 

新
規
利
用
者
と
フ
ァ
ン
を
増
や
す 
 

～
あ
る
小
学
生
と
の
出
会
い
か
ら
～ 

ま
だ
公
民
館
を
利
用
し
た
こ
と
の
な
い
人
は
大
勢
い
ま

す
。
単
発
の
教
室
・
講
座
や
年
間
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ほ
か
に
、

よ
り
多
く
の
住
民
に
興
味
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
の
仕

掛
け
と
し
て
、
次
の
①
～
④
の
事
業
を
利
用
者
や
地
域
住
民

と
と
も
に
新
た
に
創
り
ま
し
た
。 

①
お
う
ら
フ
ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル…

令
和
元
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
、
小
学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
層
の
方
々
が

参
加
し
、
町
内
外
か
ら
６
１
団
体
５
２
２
人
が
日
頃
の
練
習

成
果
を
披
露
。
ま
た
、
高
校
や
大
学
と
も
連
携
し
、
年
間
を

通
し
て
フ
ラ
団
体
の
利
用
が
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。 

②
邑
楽
町
伝
統
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル…

平
成
２
９
年

度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
地
域
の
郷
土
芸
能
団
体
の
活
性
化
や

後
継
者
育
成
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
目
的
に
開

催
。
解
散
し
か
け
た
団
体
が
活
動
を
再
開
す
る
な
ど
、
子
ど

も
の
参
加
と
と
も
に
年
々
来
場
者
も
増
加
し
て
い
ま
す
。 

③
Ｏ
Ｒ
Ａ 

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｃ 

Ｆ
Ｅ
Ｓ…

平
成
２
８
年
度
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
、
町
内
で
活
動
し
て
い
る
６
つ
の
ア
マ
チ
ュ
ア

バ
ン
ド
と
、
音
楽
で
町
を
活
性
化
す
る
目
的
で
開
催
。
公
民

館
音
楽
室
な
ど
の
若
者
の
利
用
が
増
加
し
ま
し
た
。 

④
邑
っ
子
フ
ェ
ス…

令
和
４
年
５
月
下
旬
、
町
に
対
し
て

の
ご
意
見
箱
に
投
書
す
る
小
学
３
年
生
を
偶
然
見
か
け
ま
し

た
。
聞
い
て
み
る
と
コ
ロ
ナ
禍
で
町
最
大
の
夏
祭
り
が
２
年

中
止
と
な
り
、
今
年
の
夏
祭
り
が
開
催
す
る
の
か
町
の
Ｈ
Ｐ

を
毎
日
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
そ
れ
を
聞
い
た
瞬

間
私
は
胸
が
熱
く
な
り
、
公
民
館
で
子
ど
も
が
主
役
、
子
ど

も
が
主
体
的
に
か
か
わ
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
で
き
な
い
か

と
、
小
・
中
学
生
や
学
校
、
育
成
会
、
公
民
館
利
用
団
体
な

ど
多
く
の
皆
さ
ん
と
連
日
連
夜
話
し
合
い
ま
し
た
。 

同
年
９
月
２
４
日
、「
学
び
」
と
「
遊
び
」
を
テ
ー
マ
に

「
邑
っ
子
フ
ェ
ス
」
を
開
催
。
子
ど
も
た
ち
が
表
現
者
と
し

て
日
頃
の
活
動
の
成
果
を
披
露
す
る
場
の
創
出
や
、
そ
の
運

営
に
主
体
的
に
関
わ
る
こ
と
に
よ
り
郷
土
を
愛
す
る
心
を
育

む
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
和
太
鼓
や
八
木
節
、
ダ
ン

ス
、
中
学
校
吹
奏
楽
部
、
演
劇
部
な
ど
の
舞
台
発
表
を
は
じ

め
、
小
・
中
学
校
の
総
合
学
習
・
美
術
部
の
作
品
展
示
、
お

茶
会
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
、
避
難
所
体
験
、
地
球
環
境
学

習
、
も
の
づ
く
り
な
ど

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ク
イ
ズ
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
、
難
関
に

挑
戦
す
る
邑
っ
子
チ
ャ

レ
ン
ジ
（
写
真
）、
ハ
ン

ド
メ
イ
ド
マ
ル
シ
ェ
、

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
な
ど
も

出
店
し
一
日
（
１
０
時

～
１
５
時
）
で
４
，
１

８
３
人
が
来
場
。
小
学
校
の
あ
る
ク
ラ
ス
で
は
、
２
７
人
中

２
５
人
が
参
加
し
た
と
の
こ
と
。
舞
台
発
表
で
司
会
を
し
た

２
人
の
子
ど
も
は
、
そ
の
年
に
初
め
て
開
催
し
た
公
民
館
講

座
「
邑
楽
学
」
に
大
人
に
混
じ
っ
て
参
加
し
た
の
で
す
。
講

師
に
積
極
的
に
質
問
し
た
り
、
大
人
に
な
っ
た
ら
公
務
員
で

は
な
く
公
民
館
で
働
き
た
い
と
言
っ
た
り
す
る
ほ
ど
将
来
が

楽
し
み
な
人
材
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

公
民
館
で
学
び
、
活
動
し
た
子
ど
も
た
ち
が
成
長
し
、
高

校
生
や
大
学
生
、
社
会
人
と
な
っ
て
公
民
館
活
動
や
地
域
の

課
題
解
決
を
担
っ
て
い
く
。
そ
う
し
た
循
環
を
つ
く
る
こ
と

が
、
社
会
的
包
摂
の
実
現
と
未
来
に
向
け
た
地
域
づ
く
り
に

つ
な
が
っ
て
い
く
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。 

 

４ 

こ
れ
ま
で
の
成
果
と
課
題 

 

～
利
用
者
が
約
３
倍
に
増
加
～ 

こ
れ
ら
の
事
業
を
実
施
し
て
き
た
結
果
、
従
来
の
公
民
館

利
用
者
だ
け
で
は
な
く
、
初
め
て
公
民
館
に
来
た
人
や
教

邑っ子フェスで豆つかみチャレンジをする子どもたち 

３ 



室
・
講
座
を
受
講
し
た
と
い
う
人
が
大
幅
に
増
え
ま
し
た
。

平
成
２
４
年
度
は
３
４
，
３
９
３
人
だ
っ
た
公
民
館
利
用
者

が
、
令
和
５
年
度
に
は
１
０
２
，
４
８
１
人
と
約
３
倍
に
増

加
。
こ
れ
ま
で
開
館
準
備
事
業
実
行
委
員
会
な
ど
で
住
民
と

と
も
に
活
動
し
て
き
た
成
果
が
実
を
結
び
ま
し
た
。 

一
方
、
課
題
と
し
て
は
、
公
民
館
利
用
団
体
（
役
員
等
）

の
高
齢
化
と
こ
れ
ら
の
事
業
を
継
続
・
発
展
し
て
い
く
職
員

の
確
保
で
す
。
公
民
館
職
員
も
人
事
異
動
が
あ
り
ま
す
し
、

こ
れ
ま
で
連
携
し
て
き
た
地
域
の
団
体
と
の
関
係
も
大
事
に

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
少
子
高
齢
化
、
地
域
の

つ
な
が
り
の
希
薄
化
な
ど
、
様
々
な
課
題
が
山
積
す
る
中

で
、
人
生
１
０
０
年
時
代
を
見
据
え
、
一
人
一
人
が
い
か
に

幸
せ
な
人
生
を
歩
む
の
か
を
、
公
民
館
が
こ
れ
ま
で
培
っ
て

き
た
地
域
と
の
関
係
を
生
か
し
、
住
民
一
人
一
人
が
主
役
と

な
り
地
域
力
を
育
む
「
学
び
」
を
実
践
す
る
た
め
の
拠
点
と

な
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
公
民
館
が
果
た
す
べ
き
役
割

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
日
頃
か
ら

ア
ン
テ
ナ
を
高
く
し
、
利
用
者
や
地
域
住
民
の
小
さ
な
声
に

も
耳
を
傾
け
、
よ
り
豊
か
な
生
活
を
送
る
に
は
、
よ
り
幸
せ

に
感
じ
る
社
会
に
は
何
が
必
要
か
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か

を
問
い
続
け
て
い
き
ま
す
。 

そ
し
て
、「
と
も
に
生
き
る 

と
も
に
創
る
」
の
理
念
の

下
、
年
齢
や
障
が
い
、
国
籍
な
ど
に
か
か
わ
ら
ず
、
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
す
べ
て
の
人
が
、
公
民
館
に
つ
ど
い
、
学

び
、
楽
し
め
る
「
共
生
共
創
社
会
」
の
実
現
に
向
け
て
、
住

民
の
心
を
動
か
す
取
組
を
前
に
進
め
て
い
き
ま
す
。 

 

                          

パーソナルデータ 藤田 和良 

 

邑楽町教育委員会生涯学習課長・社会教育主事・防災士 

 

１９７２年邑楽町生まれ。平成４年４月邑楽町役場入職。総務課、企画課、税務課などを経て、平成２８年４

月から邑楽町中央公民館長。令和６年４月から現職。 

小学生時代からボーイスカウトや公民館事業に参加。生涯学習課に異動するまでは、利用者（１７年間）として公

民館利用団体連絡協議会会長（旧：勤労青少年ホーム）や体育協会本部役員（２３年間）、消防団員（２４

年間）、地元自治会役員など地域での実践経験あり。 

 

これまで講師・パネリスト・実践発表等（主なもの） 

○平成２７年度 第４６回関東甲信越静社会教育研究大会（パネリスト） 

○平成２９年度 第３９回全国公民館研究集会（実践発表） 

○令和元年度 大泉町社会教育講座（講師） 

○令和元年度 障害者の生涯学習支援活動に係る文部科学大臣表彰（実践発表） 

○令和３年度 群馬県社会教育主事等職員研修会（実践発表） 

○令和３年度 関東近県生涯学習・社会教育実践研究交流会（実践発表） 

○令和３年度 文部科学省共に学び、生きる共生社会コンファレンス（実践発表） 

○令和４年度 栃木県教育委員会安足教育事務所公民館職員研修（講師） 

○令和５年度 群馬県教育委員会西部教育事務所社会教育行政職員等研修講座（実践発表） 

ふじた かずよし 

４ 
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開
催
に
こ
ぎ
つ
け
る
ま
で 

地
域
の
方
々
を
巻
き
込
ん
で
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
方
々
と
交
流
す
る
と
い
う
の
は
例
が
な
か
っ

た
の
で
、
関
係
部
署
や
地
元
の
自
治
会
へ
の
協

力
要
請
、
調
整
等
を
丁
寧
に
行
い
ま
し
た
。 

 

開
催
形
態
は
南
橘
公
民
館
の
主
催
、
文
化
国

際
課
の
共
催
と
し
、
市
国
際
交
流
協
会
の
協
力

の
も
と
、
南
橘
公
民
館
で
実
施
に
向
け
た
取
り

ま
と
め
等
を
行
い
、
文
化
国
際
課
で
内
容
の
調

整
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
方
へ
の
連
絡
等
を
担
当
し

ま
し
た
。
ま
た
、
住
民
へ
の
周
知
の
部
分
で
、

地
元
の
自
治
会
の
方
々
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
関
係
者
に
よ
る
打
合
せ
を
３
回
行
っ

た
ほ
か
、
文
化
国
際
課
と
南
橘
公
民
館
と
の
間

で
進
捗
を
報
告
し
合
い
調
整
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
料
理
と
上
毛
か
る
た 

内
容
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
方
が
「
母
国
の
料

理
を
教
え
ら
れ
る
」
と
い
う
こ
と
と
、
群
馬

県
の
文
化
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
、「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
料
理
づ
く

り
」
と
「
上
毛
か
る
た
」
に
決
め
ま
し
た
。 

 
 

交
流
会
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
方
々
の
自
己

紹
介
の
後
、
班
に
わ
か
れ
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
料

理
（
ボ
ル
シ
ュ
・
デ
ル
ニ
）
を
作
り
ま
し
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
方
々
が
各
班
を
回
っ
て
作

り
方
の
ポ
イ
ン
ト
等
を
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。
で
き
た
料
理
を
み
ん
な
で
試
食
し
、
そ

の
後
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
方
々
も
班
に
入

り
、
上
毛
か
る
た
を
、
い
っ
し
ょ
に
体
験
し
、

楽
し
み
ま
し
た
。 

 
 なぜ、交流会を開くことになったの？ 

 
前橋市文化国際課による、令和５年１２月

末に実施した市内に住むウクライナの方々

へのヒアリングの中で、「同じ地域に住んで

いる日本人と交流したい」といった要望があ

りました。そこで、ウクライナの方々が住ん

でいる地区にある南橘公民館に相談したと

ころ、公民館でも、ウクライナの方々と交流

できないかと考えていたということで、交流

会を開催することになりました。 

日常生活の中で、ウクライナの方々と南橘

地区の住民が交流する機会はめったにあり

ませんでした。同じ地域に住んでいる日本人

の方々にウクライナのことを知ってもらい、

ウクライナの方々にとっても、もっと近所の

方と気軽に話せるようになり、お互いの距離

が縮まることを期待して交流会を計画しま

した。 

 

 

 

 

 

令和６年３月２０日 

南橘公民館✕文化国際課 

 

 

前橋市    ☆県内の特色ある取組☆ 

先進的な講座やイベントを取材！! 

 

多文化共生に向けて ウクライナと南橘の方々の交流会 

 ～ウクライナ料理と上毛かるたを通して互いの文化を知る～ 

デルニって、じゃ

がいものおやきみ

たいだね。 

 

 

 

 

5 

交
流
会
を
終
え
て 

地
域
か
ら
参
加
し
た
方
々
は
、
積
極
的

に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
方
々
と
の
ふ
れ
あ
い

を
楽
し
み
、「
今
後
も
交
流
し
た
い
」
と

い
う
お
話
し
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
方
々
も
、「
地
元
の

イ
ベ
ン
ト
や
日
本
文
化
を
学
べ
る
イ
ベ

ン
ト
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
」
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。 

自
治
会
、
公
民
館
、
国
際
交
流
部
署
連

携
の
イ
ベ
ン
ト
を
今
回
初
め
て
行
い
ま

し
た
が
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
他
の
地
域
か
ら

も
住
民
間
の
国
際
交
流
が
進
む
イ
ベ
ン

ト
開
催
を
望
む
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

自治会を通じて

地域の方々にお

配りしました。 
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他機関と連携した講座作り 
利南地区コミュニティセンター 

沼田市  これからの公民館作りに役立つ 

先進的な講座やイベントを大特集!! 

10 

Place for Children  Place for Children Place for Children Place for Children １２ 

 

 

 

す 

 

す 

 

す 

 

す 

地
域
住
民
が
自
然
に
集
ま
れ
る
居
場
所 

高
崎
市
片
岡
公
民
館
で
は
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ

ỻ
ア
が
主
体
と
な
り
、
地
域
住
民
の
誰
も
が
気

軽
に
集
ま
れ
る
「
地
域
の
寄
り
合
い
処
」
を
目

指
し
て
月
に
２
回
「
片
岡
ほ
ỵ
と
！
Ｈ
ｏ
ｔ
！

ｃ
ａ
ｆ

é
」
を
開
催
し
て
い
る
。
片
岡
地
域

の
年
齢
、
性
別
等
を
こ
え
た
「
人
の
繋
が
り
」

を
進
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
定
期
的
に
開
催

さ
れ
る
無
料
の
カ
フ
ỽ
で
あ
る
。
カ
フ
ỽ
で
は

あ
る
が
、
ち
ぎ
り
絵
、
エ
コ
ク
ラ
フ
ト
な
ど
の

簡
単
な
創
作
活
動
、
キ
ổ
ボ
ổ
ド
で
の
歌
や
ハ

ン
ド
ベ
ル
な
ど
の
音
楽
活
動
、
モ
ル
ỿ
ク
や
ボ

ỿ
チ
ἀ
な
ど
の
軽
ス
ポ
ổ
ツ
、
健
康
麻
雀
な
ど

の
ゲ
ổ
ム
や
遊
び
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

子
供
か
ら
高
齢
の
方
ま
で
多
い
時
に
は
５
０
名

を
超
え
る
地
域
住
民
が
参
加
し
て
い
る
。
定
期

開
催
の
カ
フ
ỽ
の
な
か
で
は
不
定
期
で
地
域
住

民
の
方
の
得
意
な
こ
と
を
生
か
し
た
イ
ベ
ン
ト

も
開
催
し
て
い
る
。
地
域
住
民
が
時
間
の
許
す

限
り
思
い
思
い
の
時
間
を
過
ご
せ
る
居
心
地
の

良
い
空
間
と
な
ỵ
て
い
る
。 

公
民
館
主
体
か
ら
地
域
主
体
の
取
組
へ 

令
和
４
年
１
１
月
に
片
岡
公
民
館
が
立
ち
上
げ

た
こ
の
取
り
組
み
は
、
令
和
５
年
度
に
は
片
岡
地

域
づ
く
り
活
動
協
議
会
が
主
催
し
、
公
民
館
や
地

域
住
民
、
地
域
団
体
が
協
力
す
る
形
に
移
行
し
た
。

趣
旨
に
賛
同
し
自
然
と
集
ま
ỵ
た
地
域
住
民
１
０

名
が
常
任
の
運
営
メ
ン
バ
ổ
と
な
り
、
数
人
の
ボ

ラ
ン
テ
ỻ
ア
も
運
営
に
参
加
し
て
い
る
。
運
営
メ

ン
バ
ổ
と
参
加
者
の
垣
根
も
低
い
。
参
加
者
も
準

備
や
片
付
け
に
協
力
す
る
し
、
得
意
な
こ
と
を
他

の
参
加
者
に
披
露
し
た
り
教
え
た
り
す
る
こ
と
も

あ
る
。
今
も
参
加
者
か
ら
ス
タ
ỿ
フ
と
な
る
人
も

い
る
。
公
民
館
主
催
の
初
年
度
か
ら
地
域
住
民
の

主
体
性
や
参
画
を
大
切
に
し
て
き
た
運
営
体
制
と

ス
ペ
シ
ἀ
ル
サ
ポ
ổ
タ
ổ
と
し
て
自
主
的
に
運
営

に
も
参
加
し
て
き
た
地
域
住
民
の
想
い
と
行
動
が

地
域
主
体
へ
の
運
営
へ
の
移
行
を
可
能
に
し
た
。 

 

地
域
と
共
に
育
つ
場
と
し
て 

「
来
る
だ
け
で
楽
し
い
」「
自
分
で
や
ỵ
て
き
た

こ
と
を
生
か
せ
る
こ
と
が
楽
し
い
」「
子
ど
も
た
ち

に
教
え
る
こ
と
で
自
分
自
身
も
や
る
気
に
な
ỵ
た
」

と
い
う
参
加
者
や
ス
タ
ỿ
フ
の
言
葉
が
印
象
的
で

あ
ỵ
た
。
何
か
を
与
え
る
だ
け
の
場
で
は
な
く
、
み

ん
な
で
つ
く
り
育
て
て
い
け
る
カ
フ
ỽ
で
あ
り
続

け
た
い
と
い
う
想
い
、
そ
し
て
、
参
加
者
を
単
に
参

加
者
と
せ
ず
、
と
も
に
場
を
つ
く
る
仲
間
と
し
て
巻

き
込
ん
で
い
く
姿
勢
が
「
片
岡
ほ
ỵ
と
！
Ｈ
ｏ
ｔ
！

ｃ
ａ
ｆ
é
」
を
地
域
住
民
に
愛
さ
れ
る
居
場
所
、

そ
し
て
持
続
可
能
な
取
り
組
み
に
し
て
い
る
と
感

じ
た
。 

高崎市では、毎年市内にある４５の公民館の職員

の中から有志を募り、テーマを決め１年間の研究活

動を行うという取り組みを行っている。今回取材し

た「ほっと！Hot！café」も、その研究の中から生

まれた取り組みだ。今年度も４人の職員が研究活動

に手を挙げ、「サードプレイス」をテーマに研究 

活動に取り組んでいる。 

公民館職員が公民館を研究する 

年賀状作り、正月

飾りづくりなど、

その時期にあった

参加者やスタッフ

の持ち込みプログ

ラムも自由に体験

できます! 

地元のコーラスグループによるクリスマスプチコ

ンサートや地域住民の「得意なこと」を生かした

イベントも不定期で開催されています! 
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片岡公民館   

共生社会の実現へ向けて、年齢や性別、障がいの有無や国籍によらず

誰もが自然と集まれる居場所が求められている。地域住民の誰もが気

軽に集まれる場所の提供を目指す片岡地区の取り組みを紹介する。 

地域住民が自然に集まれる居場所
 

☆県内の特色ある取組☆ 

先進的な講座やイベントを取材!! 
高崎市   

いつ来ても、いつ帰っても

よい無料のカフェにたくさ

んのプログラムも用意され

ています! 

―片岡ほっと!Ｈot!café― 

６   
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博
物
館
と
の
連
携

沼
田
市
利
南
地
区

で
は
こ
の
夏
、
県
立
自
然
史
博
物
館

「
ミ
ニ
移
動
博
物
館
」

イ
ト
や
恐
竜
の

示
さ
れ
、
コ
ロ
ナ

い
子
供
た
ち
は

ま
た
、
子
供

で
自
然
史
博
物
館
内

掘
体
験
」
に
取

別
展
「
宇
宙
へ
の

び
ロ
ケ
ỿ
ト
作

の
連
携
で
、
豊

 

Work In Partnership Work In Partnership Work In Partnership  Work In Partnership Work 

  

 

課題が複雑化する中、講座には様々な専門性が必要。自前主義を脱却し、大

学や博物館、ＮＰＯなどの他機関・他団体との連携することで学びの質を高

め、講座を充実させている沼田市の例を取り上げる。 

他機関と連携した講座作り 
利南地区コミュニティセンター 

沼田市  これからの公民館作りに役立つ 

先進的な講座やイベントを大特集!! 

おしゃれで見やすい

チラシ!夏休みの思

い出づくりとしても

大人気!! 

~ミニ移動博物館~ 

Place for Children  Place for Children Place for Children Place for Children １２ 

Place for Children  Place for Children Place for Children Place for Children １１ 

 

                                      
   

運
動
会
か
ら
ス
ポ
⒲
ツ
フ
⒩
ス
タ
へ
の
転
換 

沼
田
市
白
沢
町
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
来
、
町
民

運
動
会
が
中
止
と
な
ỵ
て
い
た
。
運
動
会
は
、
人

が
な
か
な
か
集
ま
ら
な
い
(
参
加
に
消
極
的
だ

ỵ
た
人
も
少
な
く
な
い
)、
準
備
・
練
習
が
大
変
、

身
体
的
負
担
が
大
き
い
、
ケ
ガ
や
熱
中
症
も
心

配
さ
れ
る
等
、
開
催
が
難
し
く
な
る
中
、
令
和
６

年
度
か
ら
ス
ポ
ổ
ツ
フ
ỽ
ス
タ
(
内
容
は
軽
ス

ポ
ổ
ツ
)
に
切
り
替
え
る
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
な

ら
若
者
か
ら
高
齢
者
ま
で
気
軽
に
参
加
で
き
、

準
備
も
簡
単
、
練
習
も
さ
ほ
ど
必
要
な
く
、
身
体

へ
の
負
担
も
少
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
軽
ス
ポ

ổ
ツ
な
ら
体
力
が
な
い
人
が
体
力
の
あ
る
人
に

勝
つ
こ
と
も
で
き
る
。
ま
た
、
空
調
の
効
い
た
室

内
で
行
え
ば
熱
中
症
も
心
配
な
い
。
白
沢
町
で

は
、
運
動
会
を
楽
し
く
持
続
可
能
な
イ
ベ
ン
ト

に
転
換
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。 

 

市
で
も
採
用
し
た
⒓
モ
ル
⒫
ク
⒔
を
導
入 

軽
ス
ポ
ổ
ツ
に
は
様
々
あ
り
、
近
隣
地
区

で
は
定
番
の
「
イ
ン
デ
ỻ
ア
カ
」
な
ど
の
他

に
「
ス
リ
ỿ
パ
飛
ば
し
」
な
ど
ユ
ニ
ổ
ク
な

種
目
も
行
わ
れ
て
い
る
中
、
主
催
の
沼
田
市

ス
ポ
ổ
ツ
協
会
白
沢
支
部
や
事
務
局
の
白

沢
地
区
コ
ミ
ἁ
ニ
テ
ỻ
セ
ン
タ
ổ
で
は
、
モ

ル
ỿ
ク
を
導
入
し
た
。
沼
田
市
も
今
年
度
か

ら
モ
ル
ỿ
ク
交
流
を
開
催
し
て
い
る
こ
と

や
、
関
係
者
が
経
験
者
で
あ
ỵ
た
こ
と
も
大

き
か
ỵ
た
よ
う
だ
が
、
何
よ
り
モ
ル
ỿ
ク
は

人
気
で
、
知
名
度
も
上
昇
中
、
誰
で
も
楽
し

く
取
り
組
め
る
と
い
う
こ
と
が
決
め
手
に

な
ỵ
た
よ
う
だ
。
実
際
に
当
日
は
、
多
世
代

で
入
り
交
じ
り
、
皆
、
和
気
あ
い
あ
い
と
競

技
を
楽
し
ん
だ
。
ま
た
、
子
供
主
体
チ
ổ
ム

が
大
人
主
体
チ
ổ
ム
に
勝
つ
場
面
も
見
ら

れ
、
非
常
に
盛
り
上
が
ỵ
た
。 

事
前
に
教
室
も
開
催
⌏
皆
で
楽
し
く
学
ぶ
！

風
物
詩
で
あ
り
、
様
々
な
魅
力
の
あ
る
運
動
会

か
ら
ス
ポ
ổ
ツ
フ
ỽ
ス
タ
へ
転
換
す
る
こ
と
は
非

常
に
労
力
の
い
る
こ
と
で
あ
ỵ
た
ろ
う
が
、
沼
田

市
ス
ポ
ổ
ツ
協
会
白
沢
支
部
と
白
沢
地
区
コ
ミ
ἁ

ニ
テ
ỻ
セ
ン
タ
ổ
で
は
、
皆
で
熟
議
を
重
ね
、
た
く

さ
ん
情
報
を
集
め
た
の
は
も
ち
ろ
ん
、
事
前
に
モ

ル
ỿ
ク
教
室
も
開
催
し
、
興
味
あ
る
方
に
ル
ổ
ル

や
技
術
、
そ
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
工
夫
も
し
た
。 

ま
だ
ま
だ
参
加
人
数
は
少
な
く
、
今
後
の
課
題

だ
が
、
こ
の
ス
ポ
ổ
ツ
フ
ỽ
ス
タ
な
ら
ば
、
よ
り
た

く
さ
ん
の
地
域
の
方
々
が
、
自
分
の
意
志
で
主
体

的
に
、
そ
し
て
楽
し
み
な
が
ら
参
加
し
て
く
れ
る

よ
う
に
な
ỵ
て
い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今

後
も
こ
の
活
動
を
見
守
ỵ
て
い
き
た
い
。 

白沢ふるさと交流会（まつり・盆踊り）も同日開催! 

白沢地区では、コロナ禍前は「ふるさと祭り」

や「盆踊り」がそれぞれ別日開催だったが、今年

度はスポーツフェスタと同日午後に「ふるさと交

流会」としてまとめて行った。町では高齢化が進

んでいるため、神輿の担ぎ手不足の問題があった

が、同日開催で参加率があがり、問題解決につな

がった。また、市外に出た若者が帰省する時期に

一日で行われたため、たくさんの参加者が、しっ

かりと地元の魅力に触れることができた。 
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開催が難しくなってきた町民運動会から、軽スポーツを取り入れたスポーツ

フェスタへの転換。若者の参画はもちろん、多世代共生・多世代交流にもつ

ながる沼田市白沢町の取組に着目し、取材をしてきた。 

多世代共生を目指した持続可能なイベントづくり 

白沢地区コミュニティセンター 
沼田市  ☆県内の特色ある取組☆ 

先進的な講座やイベントを取材!! 

～運動会から“スポーツフェスタ”へ～ 

７ 

市でも取り組んでい

るので、市の道具も

借りて運営していま

す(^▽^) 

ござを敷いている

ので音もうるさく

なく、床も傷め

ず、転がり過ぎも

防げます。 

作戦次第

で、子供

でも大人

に勝てる

よ～ 

合計が５０ぴった

りになった方が勝

ち!計算して倒し

ていくので、皆で

よく相談します! 

老若男女が参加!

多世代で交流ので

きる「スポーツフ

ェスタ」開催! 
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ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
何
に
活
用
す
る
か
？ 

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
は
、
年
齢
や
性
別
・
国
籍
・
障
が

い
等
の
壁
を
超
え
て
、
誰
も
が
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
る
良
さ
が
あ
る
。
パ
ズ
ル
ゲ
ー
ム
、
リ
ズ

ム
ゲ
ー
ム
、
レ
ー
シ
ン
グ
ゲ―

ム
等
、
多
種
多
様

な
ジ
ャ
ン
ル
が
あ
り
、
何
に
活
用
す
る
か
に
よ

っ
て
、
選
択
で
き
る
。
企
画
の
際
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ

活
用
の
目
的
が
重
要
な
視
点
に
な
っ
て
く
る
。

多
世
代
交
流
、
集
客
、
若
者
参
画
、
障
が
い
者
の

生
涯
学
習
、
国
際
交
流
の
ツ
ー
ル
、
高
齢
者
の
生

き
が
い
づ
く
り
等
々
、
目
的
を
明
確
に
し
、
そ
の

達
成
の
た
め
、
ど
ん
な
ジ
ャ
ン
ル
の
ゲ
ー
ム
が

有
効
か
考
え
て
企
画
す
る
こ
と
が
大
切
だ
。 

今
回
、
多
々
良
公
民
館
で
は
、
多
世
代
交
流
を

目
的
に
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
。
そ
の
た
め
、

子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
一
緒
に
で
き
る
「
ぷ

よ
ぷ
よ
」「
太
鼓
の
達
人
」
を
使
っ
て
交
流
し
て

い
た
。 

多
世
代
交
流
の
た
め
の
場
づ
く
り 

今
回
、
４
０
名
ほ
ど
の
参
加
者
が
お
り
、
６
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
交
流
し
た
。
各
グ
ル
ー
プ

に
は
、
７
～
８
名
お
り
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

幅
広
い
世
代
が
混
ざ
っ
て
い
た
。
多
世
代
交
流
を

ね
ら
っ
た
事
業
は
、
人
集
め
が
難
し
い
。
多
々
良
公

民
館
で
は
、
既
存
の
教
室
や
講
座
に
参
加
し
て
い

る
各
世
代
の
参
加
者
に
声
を
か
け
て
募
集
し
、
今

回
の
よ
う
な
多
世
代
の
参
加
者
を
集
め
る
こ
と
が

で
き
て
い
る
。 

多
世
代
の
方
が
参
加
し
て
い
る
た
め
、
初
め
て

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
経
験
す
る
方
も
多
い
中
、
お
互
い

教
え
合
っ
た
り
、
ほ
め
合
っ
た
り
し
、
終
始
笑
顔
あ

ふ
れ
る
楽
し
い
時
間
が
流
れ
て
い
た
。
特
に
、
子
供

た
ち
が
お
年
寄
り
に
や
さ
し
く
教
え
る
姿
が
多
く

見
ら
れ
、
あ
た
た
か
い
雰
囲
気
が
印
象
的
だ
っ
た
。

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
有
効
性
を
生
か
し
た
素
晴
ら
し
い

企
画
で
あ
る
と
感
じ
た
。  

 

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
利
点
を
生
か
し
て 

取
材
し
た
日
は
、
４
０
度
に
せ
ま
る
猛
暑
日
。

運
動
が
で
き
る
環
境
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
れ
ば
、
こ
の
問
題
は
ク
リ
ア

で
き
る
。
室
内
の
涼
し
い
環
境
で
、
熱
中
症
の
心

配
は
い
ら
な
い
。
ま
た
、
体
力
に
関
係
な
く
い
っ

し
ょ
に
プ
レ
イ
で
き
る
。
お
年
寄
り
の
参
加
者

は
「
膝
が
痛
い
け
ど
、
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
は
で
き

る
」「
子
供
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
で
き
て
う
れ
し

い
」
と
感
想
を
教
え
て
く
れ
た
。 

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
利
点
を
生
か
し
て
「
ｅ
ス
ポ

ー
ツ
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
」
企
画
で
、
多
世
代
交

流
を
成
功
さ
せ
た
多
々
良
公
民
館
。
ｅ
ス
ポ
ー

ツ
を
事
業
の
目
的
を
達
成
す
る
手
段
の
一
つ
と

し
て
、
公
民
館
等
で
も
取
り
入
れ
る
価
値
が
高

い
、
と
感
じ
た
。
こ
れ
か
ら
取
り
入
れ
た
い
施
設

は
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
取
組
に
ぜ
ひ
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

e スポーツ活用の相談先は？ 
群馬県「eスポーツ・クリエイティブ推進課」 

Tel：０２７－８９８－２７０６ 

様々な面で有効活用の可能性がある

ｅスポーツであるが、慣れていない方

にとって、機材設置や操作方法の説明

が難しい面もある。館林市は、企業から

寄贈があり、機材一式を準備できたが、

e スポーツを活用するためには、機材の

購入やゲーム会社との調整等も必要に

なってくる。ｅスポーツを活用してい

くにあたり、不明な部分も出てくるか

もしれない。群馬県は、全国の自治体で

唯一「ｅスポーツ」と名のつく専門部署

「ｅスポーツ・クリエイティブ推進課」

がある。ｅスポーツを活用してみたい

と思ったら、相談してみてはどうか。 

Lifelong Learning    of Handicaped 

 

子供たちが親切

に操作方法をサ

ポート！！ 

グループみん

なで楽しく交

流！初めての

方も上達！ 

世代を越えて

対戦。慣れて

きたら真剣勝

負も！ 
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☆県内の特色ある取組☆ 

先進的な講座やイベントを取材! 

 

 

館林市

町    
多々良公民館  

多世代交流 × e スポーツ 

― 対戦型コンピューターゲームをスポーツ競技として捉える「eスポーツ」。公

民館等の社会教育施設でも、その活用が注目されている。今回は、多世代交流

に eスポーツを活用した取組を紹介する。 

 Multigenerational exchange through esports  Multigenerational exchange through esports 
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令和６年度に公民館等の実態調査を行ったところ、御多用の中、129 の施設に御協力いただきました。このコーナーでは、近年

重視されている「デジタルデバイド解消」「地域学校協働活動」「障害者の生涯学習」「外国人の生涯学習」についての取組状況を

分析しました(調査結果の全項目については、令和７年３月末に生涯学習センターのホームページ上で公開予定です）。 

 

公民館アンケート結果  

デジタル社会において、デジタル化の恩恵を

享受し、誰一人取り残さない社会の実現の

ため、デジタルデバイドの解消が求められてい

ます。また、スマートフォンが災害情報や避難

情報を受け取る重要な手段となりつつある

現代では、高齢者等のデジタルデバイドの解

消は、命に関わる喫緊の課題です。調査で

は未着手が６９％でしたが、身近な公民

館だからこそできることがあります。企業、

NPO 法人と連携することも有効です。何か

ら始めていいかわからない方は、生涯学習セ

ンターに御相談ください。 

広がっています！デジタルデバイド（情報格差）の解消に向けた公民館講座 

今、こんな講座開かれています！  

・スマホ困り事相談教室 ・キャッシュレス決済体験講座 ・GoogleMap 教室 ・スマホ LINE 講座 

広がっています！地域学校協働活動 

Q．貴施設では、高齢者対象の

「情報格差（デジタルデバイド）解

消」のための取組（講座・イベント

等）をしていますか？ 

Q．貴施設では、「地域学校協

働活動」に関わる取組(講座・イ

ベント等)をしていますか？ 

地域学校協働活動を授業や行事の「お手

伝い」と考えていませんか？地域行事の参加

や地域の史跡見学などの子供向け講座を充

実させることも地域学校協働活動の一つで

す。調査では未着手が７４％でしたが、公

民館には、学校と連携した活動でも活躍が

期待されています。教育事務所や生涯学習

センターでは、地域学校協働活動をテーマと

した各種研修会も開催しています。研修会

についてのお問い合わせは、生涯学習センタ

ーまで御連絡を！ 

今、こんな講座開かれています！ 

・地域の中学生が地域について調べ、それを区長など地域の関係者に発表、そこでいただいた回

答を加えた結果を模造紙に書き、公民館に掲示。 

・地域の文化祭等に地元の中学校、小学校、幼稚園に作品依頼（絵・習字等）。 

 

検討していない 

している 

している 

検討していない 
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６７％ 
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☆来年度の県生涯学習センター主催「社会教育実践研修」では共生社会実

現に向け、「誰でも参加できる集いの場」を具体的に立ち上げるまでの取組につ

いて、参加者で交流・熟議しながら学ぶ予定です（可能な所は実際に立ち上

げます）。障害者の生涯学習、外国人の生涯学習についても学びます。実際

に、当事者の方と交流し、声を聴きながら事業を企画運営していく内容です！

ぜひ御参加ください！興味のある方は、県生涯学習センターまで！ 

全５回（7/10、8/29、9/10、10/17、11/27） 

障害者の生涯学習に「特に取り組んでいない」と回答した公民館は９１％でした。障害

者の生涯学習の機会が十分でない現状があります。社会的包摂の観点からも障害者の生

涯学習を推進していくことは喫緊の課題です。従来からある講座を障害者も参加できるよう

にしたり、障害者と健常者が共に学べる講座、障害者の学びやつながりづくりに資する講座を

計画したりするなど、当事者の声も聴きながら、まずはできるところから取り組んでみましょう。       

 

今、求められています！！障害者の生涯学習 

１４ 

  

取り組んでいない 

取り組んでいる 

今、求められています！！外国人の生涯学習 

外国人の生涯学習に「特に取り組んでいない」と回答した公民館は９４％でした。

群馬県の外国人住民の総数は、72,315 人（令和５年１２月末）で、令和 4 年

12 月末時点に比べ 6,989 人（10.7％）増加し、過去最多となりました。共生社会

を構築し、地域社会のコミュニティをよりよくするため、外国人を対象にした日本語学習・

文化理解等の学習の機会をつくっていくことは、生涯学習・社会教育の重要な役割で

す。従来ある地域の行事、イベント、講座等に、外国人も参加できるよう、当事者の声

を聴きながら進めてみることから始めてみるのもいいかもしれません。 

 

今、こんな講座開かれています！  

・聴覚覚障碍者団体と地元小学生とその保護者対象の交流事業 

・障がい福祉事業所等清里公民館連携作品展 

 

今、こんな講座開かれています！ 

・英語村で働くスタッフ（外国人）を講師として招き、「英語でクリスマス」や「英語であそぼう」を開催。 

・高崎在住のインド人を講師に迎えマンダラアート講座を実施。 

取り組んでいる 

取り組んでいない 

６％ 

９４％ 

取り組んでいない 

取り組んでいる 

９１％ 

９％ 

１０ 



 

群馬県内の公民館等一覧(3１市町村２１０施設) 
●前橋市● 

中央公民館 

上川淵公民館 

下川淵公民館 

芳賀公民館 

桂萱公民館 

東公民館 

元総社公民館 

総社公民館 

南橘公民館 

清里公民館 

永明公民館 

城南公民館 

大胡公民館 

宮城公民館 

粕川公民館 

富士見公民館 

●伊勢崎市● 

北公民館 

南公民館 

殖蓮公民館 

茂呂公民館 

三郷公民館 

宮郷公民館 

名和公民館 

豊受公民館 

赤堀公民館 

あずま公民館 

境公民館 

境采女公民館 

境剛志公民館 

境島村公民館 

境東公民館 

●渋川市● 

中央公民館 

渋川公民館 

渋川東部公民館 

渋川西部公民館 

金島公民館 

古巻公民館 

豊秋公民館 

伊香保公民館 

小野上公民館 

子持公民館 

赤城公民館 

北橘公民館 

●榛東村● 

中央公民館 

南部コミュニティセンター 

●吉岡町● 

吉岡町公民館 

●玉村町● 

玉村町公民館 

●高崎市● 

中央公民館 

倉渕公民館 

箕郷公民館 

新町公民館 

榛名公民館 

吉井公民館 

片岡公民館 

佐野公民館 

六郷公民館 

城東公民館 

新高尾公民館 

中川公民館 

八幡公民館 

豊岡公民館 

長野公民館 

大類公民館 

南八幡公民館 

岩鼻公民館 

倉賀野公民館 

東部公民館 

京ケ島公民館 

滝川公民館 

中居公民館 

西公民館 

城南公民館 

寺尾公民館 

塚沢公民館 

西部公民館 

乗附公民館 

北部公民館 

城山公民館 

浜尻公民館 

矢中公民館 

鼻高公民館 

南公民館 

東公民館 

北公民館 

城址公民館 

金古公民館 

国府公民館 

堤ヶ岡公民館 

上郊公民館 

金古南足門公民館 

下里見公民館 

久留馬公民館 

●藤岡市● 

地域づくりセンター藤岡 

地域づくりセンター神流 

地域づくりセンター小野 

地域づくりセンター美土里 

地域づくりセンター美九里 

地域づくりセンター平井 

地域づくりセンター日野 

地域づくりセンター鬼石 

●富岡市● 

七日市黒川地域づくりセンター 

富岡地域づくりセンター 

東富岡地域づくりセンター 

黒岩地域づくりセンター 

一ノ宮地域づくりセンター 

高瀬地域づくりセンター 

額部地域づくりセンター 

小野地域づくりセンター 

吉田地域づくりセンター 

丹生地域づくりセンター 

妙義地域づくりセンター 

妙義地域づくりセンター 分館 

●安中市● 

安中公民館 

 

原市公民館 

磯部公民館 

東横野公民館 

岩野谷公民館 

板鼻公民館 

秋間公民館 

後閑公民館 

松井田・新堀地区生涯学習センター 

臼井地区生涯学習センター 

坂本・入牧地区生涯学習センター 

西横野地区生涯学習センター 

九十九地区生涯学習センター 

細野地区生涯学習センター 

●下仁田町● 

下仁田町公民館 

●甘楽町● 

甘楽町公民館 

●中之条町● 

中央公民館  

中之条公民館  

沢田公民館 

伊参公民館 

名久田公民館 

六合公民館 

●長野原町● 

長野原町公民館 

●嬬恋村● 

東部公民館 

●草津町● 

草津町公民館 

●高山村● 

高山村公民館 

●東吾妻町● 

中央公民館 

東公民館 

太田公民館 

岩島公民館 

坂上公民館 

●沼田市● 

利南地区コミュニティセンター 

池田地区コミュニティセンター 

 

薄根地区コミュニティセンター 

川田地区コミュニティセンター 

白沢地区コミュニティセンター 

利根地区コミュニティセンター 

●片品村● 

片品村文化センター 

●昭和村● 

昭和村公民館 

●みなかみ町● 

中央公民館 

水上公民館 

新治公民館 

●桐生市● 

中央公民館 

東公民館 

西公民館 

南公民館 

北公民館 

昭和公民館 

境野公民館 

広沢公民館 

梅田公民館 

相生公民館 

川内公民館 

桜木公民館 

菱公民館 

桜木西公民館 

新里公民館 

黒保根公民館 

●太田市● 

社会教育総合センター 

太田公民館 

九合公民館 

沢野公民館 

韮川公民館 

鳥之郷公民館 

強戸公民館 

休泊公民館 

宝泉公民館 

毛里田公民館 

木崎公民館 

 

生品公民館 

綿打公民館 

藪塚本町中央公民館 

尾島生涯学習センター 

世良田生涯学習センター 

●館林市● 

郷谷公民館 

中部公民館 

大島公民館 

赤羽公民館 

六郷公民館 

三野谷公民館 

多々良公民館 

渡瀬公民館 

分福公民館 

西公民館 

城沼公民館 

●みどり市● 

笠懸公民館 

大間々公民館 

東公民館 

●板倉町● 

中央公民館 

東部公民館 

北部公民館 

南部公民館 

●明和町● 

中央公民館 

●千代田町● 

千代田町民プラザ 

●大泉町● 

大泉町公民館 

●邑楽町● 

中央公民館 

長柄公民館 

高島公民館 

１１ 

＊上記一覧は、令和6年度群馬県教育関係職員録等を参考に事務局が作成しました。集会所等は含まれていません。  １１ 

学
校
と
公
民
館
、
そ
し
て
公
民
館
同

士
も
手
を
取
り
合
い
、
地
域
を
盛
り

上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
公
民
館
等

の
情
報
は
、
市
町
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
見
ら
れ
ま
す
。 

 



各
教
育
事
務
所
よ
り 

中
部
教
育
事
務
所 

「
家
庭
教
育
支
援
の
輪
を
広
げ
る
」 

  

家
庭
教
育
は
、
す
べ
て
の
教
育
の
原
点
で
あ
り
、

子
供
が
基
本
的
な
生
活
習
慣
や
倫
理
観
、
自
尊
心
な

ど
を
育
む
成
長
の
基
盤
で
す
。
し
か
し
、
都
市
化
や

核
家
族
化
等
に
伴
い
、
地
域
の
つ
な
が
り
や
親
同
士

の
交
流
が
希
薄
化
し
、
家
庭
が
孤
立
す
る
状
況
が
増

え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
群
馬
県
で
は
、「
ぐ
ん

ま
の
家
庭
教
育
応
援
条
例
」
を
制
定
し
、
各
家
庭
が

主
体
的
に
家
庭
教
育
に
取
り
組
む
た
め
の
環
境
整
備

に
努
め
る
と
と
も
に
、
家
庭
教
育
を
社
会
全
体
で
応

援
し
、
子
供
た
ち
が
、
生
涯
に
わ
た
り
幸
福
で
豊
か

な
生
活
を
営
む
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

 

中
部
教
育
事
務
所
で
は
、
家
庭
教
育
支
援
の
輪
を

広
げ
る
た
め
、
管
内
市
町
村
の
家
庭
教
育
支
援
担
当

者
や
子
育
て
支
援
担
当
者
、
地
域
の
家
庭
教
育
支
援

団
体
な
ど
多
様
な
関
係
者
に
会
議
や
事
業
へ
の
参
加

を
呼
び
か
け
、
情
報
交
換
や
協
議
、
研
修
を
行
い
ま

し
た
。 

 

【
家
庭
教
育
支
援
連
携
会
議
】 

当
事
務
所
の
家
庭
教
育
支
援
担
当
者
が
、
家
庭
教

育
の
基
本
的
な
考
え
方
や
ぐ
ん
ま
の
家
庭
教
育
応
援

条
例
、
令
和
６
年
度
の
家
庭
教
育
支
援
に
か
か
る
重

点
事
項
等
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
県
生
活
こ
ど
も
部
こ
ど
も
・
子
育
て
支

援
課
職
員
が
、
県
の
こ
ど
も
・
子
育
て
支
援
施
策
に

関
す
る
情
報
を
提
供
し
ま
し
た
。
子
ど
も
の
居
場
所

づ
く
り
に
関
し
て
、
県
内
の
子
ど
も
食
堂
や
学
習
支

援
、
遊
び
場
の
設
置
状
況
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。 

そ
の
後
、
管
内
市
町
村
の
家
庭
教
育
支
援
担
当
者

と
子
育
て
支
援
担
当
者
が
、
情
報
交
換
や
協
議
を
行

い
ま
し
た
。
こ
の
中
で
は
、

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
や
困
難

を
抱
え
る
家
庭
へ
の
支
援

に
つ
い
て
、
現
状
や
課
題
、

子
ど
も
食
堂
や
家
庭
・
子

ど
も
支
援
に
関
わ
る
団
体

と
の
連
携
に
つ
い
て
意
見

を
共
有
し
ま
し
た
。 

 【
家
庭
教
育
支
援
連
携
推
進
事
業
】 

前
半
は
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
虹
色
の
か
さ
理

事
長
髙
橋
知
之
氏
か
ら
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
現
状

や
支
援
の
実
際
に
つ
い
て
、
御
自
身
の
活
動
を
基
に

御
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
師
は
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
が
見
過
ご
さ
れ
や
す
い
現
状
に
触
れ
、
学
校
や

地
域
の
関
わ
り
を
通
じ
て
家
庭
の
状
況
を
把
握
す
る

こ
と
の
重
要
性
を
強
調
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
へ
の
支
援
は
、
ケ
ア
が
必
要
な
状
況
が
続

く
限
り
、
当
事
者
が
成
人

し
て
も
終
わ
ら
な
い
可
能

性
が
あ
る
と
の
視
点
か

ら
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
し
や
す

い
環
境
や
相
談
対
応
が
で

き
る
体
制
を
地
域
で
整
え

る
重
要
性
を
訴
え
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
行
政
機
関
や

地
域
の
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
生
か
し
、
複
数
の
支
援

機
関
が
連
携
し
て
対
応
す
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い

て
も
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

後
半
は
、
参
加
者
を
４
～
５
人
の
グ
ル
ー
プ
に
分

け
、
講
演
内
容
の
感
想
を
共
有
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
そ
の
家
族
に
ど
の
よ
う
に
関

わ
る
か
」
を
テ
ー
マ
に
、
情
報
交
換
や
協
議
を
行
い

ま
し
た
。 

参
加
者
か
ら
は
、「
学
校
や
地
域
、
専
門
機
関
と
の

連
携
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
た
」
、
「
支
援

の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
鍵
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
」
な

ど
、
前
向
き
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

両
事
業
を
通
し
て
、
連
携
し
家
庭
の
支
援
に
取
り

組
も
う
と
す
る
参
加
者
の
意
識
の
高
ま
り
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
、
家
庭
教
育
支
援
の
輪
を
広
げ
る
た

め
、
家
庭
に
関
わ
る
多
様
な
関
係
者
の
横
断
的
な
関

係
の
構
築
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

１２ 



各
教
育
事
務
所
よ
り 

西
部
教
育
事
務
所 

「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
、 

学
校
と
と
も
に
あ
る
地
域
づ
く
り
の
推
進

」 

 

西
部
教
育
事
務
所
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク

ー
ル
と
地
域
学
校
協
働
活
動
を
一
体
的
に
推
進
す
る

た
め
、
各
地
域
の
実
態
に
応
じ
た
伴
走
支
援
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。 

 

今
年
度
、
西
部
教
育
事
務
所
管
内
の
全
て
の
小
中

学
校
、
義
務
教
育
学
校
に
お
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
の
設
置
が
完
了
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受

け
、
本
事
務
所
の
学
校
教
育
係
と
生
涯
学
習
係
に
加

え
、
管
内
市
町
村
の
指
導
主
事
等
と
も
連
携
し
、
学

校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
る
教
育
の
更
な
る
推

進
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
本
稿
で
は
、
そ
の
具

体
的
な
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。 
 

【
高
崎
市
立
寺
尾
中
学
校
】
の
取
組 

 

高
崎
市
立
寺
尾
中
学
校
で
は
、
「
自
ら
考
え
課
題

を
解
決
し
、
心
豊
か
で
社
会
に
貢
献
で
き
る
生
徒
」

の
育
成
を
目
指
し
、
地
域
と
連
携
し
た
座
談
会
を
公

民
館
と
合
同
で
開
催
し
ま
し
た
。
生
徒
と
地
域
の
大

人
が
地
域
課
題
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
解
決
策
を
検

討
。
生
徒
が
地
域
の
一
員
と
し
て
の
「
当
事
者
意

識
」
を
持
つ
き
っ
か
け
と
な
る
な
ど
、
社
会
と
の
つ

な
が
り
の
中
で
学
び
が

深
ま
り
ま
し
た
。
ま

た
、
教
師
以
外
の
多
様

な
大
人
と
関
わ
る
中

で
、
生
徒
の
新
た
な
一

面
が
見
ら
れ
、
そ
の
成

長
を
実
感
す
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。 

【
神
流
町
立
万
場
小
学
校
】
の
取
組 

 

万
場
小
学
校
で
は
、
児
童
数
の
減
少
に
伴
い
鼓
笛

隊
の
存
続
が
課
題
と
な
り
ま
し
た
。
５
年
生
は
「
ど

う
し
て
も
続
け
た
い
」
と
強
く
希
望
し
、
そ
れ
を
聞

い
た
３
、
４
年
生
も
「
来
年
の
た
め
に
協
力
す
る
」

と
応
じ
ま
し
た
。
学
校
運
営
協
議
会
で
は
、
保
護
者

や
地
域
の
方
々
と
話
し
合
い
を
重
ね
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
「
中
学
生
や
地
域
の

人
に
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
で
協

力
し
て
も
ら
う
」
「
校
歌
と

無
理
な
く
演
奏
で
き
る
一
曲

に
す
る
」
な
ど
の
工
夫
を
取

り
入
れ
る
こ
と
で
、
地
域
と

共
に
作
り
上
げ
る
新
た
な
形

の
鼓
笛
隊
が
実
現
し
、
神
流

町
合
同
運
動
会
で
披
露
さ
れ

ま
し
た
。 

【
南
牧
村
立
な
ん
も
く
学
園
】
の
取
組 

 

な
ん
も
く
学
園
で
は
、
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進

員
が
校
内
に
常
駐
し
、
学
校
と
地
域
を
つ
な
ぐ
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。
地
域
か
ら
の
「
子
供
た
ち
と
一

緒
に
音
楽
イ
ベ
ン
ト
を
し
た
い
」
と
い
う
声
を
学
校

に
伝
え
、
外
国
の
民
族
楽
器
に
触
れ
る
イ
ベ
ン
ト
を

計
画
し
ま
し
た
。
子
供
た

ち
は
音
楽
の
授
業
や
放
課

後
子
供
教
室
の
時
間
に
プ

ロ
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と

一
緒
に
楽
器
を
体
験
し
、

イ
ベ
ン
ト
当
日
は
ス
テ
ー

ジ
で
演
奏
を
披
露
。
地
域

の
人
々
と
子
供
た
ち
が
音

楽
を
通
じ
て
交
流
し
、
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
共
有
し

ま
し
た
。 

 

地
域
と
学
校
の
連
携
の
重
要
性 

こ
れ
ら
の
事
例
は
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体

と
な
っ
た
教
育
活
動
が
、
よ
り
よ
い
学
校
づ
く
り
・

地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

多
様
な
大
人
と
の
関
わ
り
が
子
供
た
ち
の
成
長
に
不

可
欠
で
す
。
さ
ら
に
、
大
人
に
と
っ
て
も
子
供
た
ち

と
の
関
わ
り
は
、
新
た
な
学
び
や
つ
な
が
り
を
得
る

大
切
な
機
会
と
な
り
ま
す
。 

次
年
度
以
降
も
、
西
部
教
育
事
務
所
は
市
町
村
教

育
委
員
会
や
各
学
校
、
地
域
の
皆
様
と
連
携
し
、

「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
」
「
学
校
と
と

も
に
あ
る
地
域
づ
く
り
」
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。 

１３ 



各
教
育
事
務
所
よ
り 

吾
妻
教
育
事
務
所 

「
地
域
学
校
協
働
活
動
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
の
一
体
的
推
進
に
向
け
て

」 
 

 

吾
妻
教
育
事
務
所
管
内
に
お
い
て
は
、
本
年
度
設

置
を
含
め
５
町
村
で
学
校
運
営
協
議
会
が
動
き
出
し

て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
令
和
７
年
度
に
は
、
新
た
に

学
校
運
営
協
議
会
が
動
き
出
す
町
村
も
あ
り
、
管
内

す
べ
て
の
小
中
学
校
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

と
な
る
予
定
で
す
。
こ
ど
も
園
・
幼
稚
園
も
含
め
た

学
校
運
営
協
議
会
を
設
置
し
て
い
る
町
村
も
あ
り
、

地
域
と
と
も
に
園
・
学
校
が
動
き
出
す
仕
組
み
が
整

い
つ
つ
あ
り
ま
す
。
町
村
の
教
育
委
員
会
の
皆
様
に

は
、
地
域
の
実
態
に
合
っ
た
形
で
進
め
て
い
た
だ
き
、

大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

吾
妻
教
育
事
務
所
で
は
、
地
域
学
校
協
働
活
動
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
の
一
体
的

推
進
に
向
け
、
本
年

度
、
会
議
や
研
修
会

を
通
し
て
、
そ
の
意

義
や
必
要
性
の
説

明
、
先
進
事
例
の
紹

介
、
熟
議
を
体
験
し

て
も
ら
う
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
等
を
開
催
し
た
り
、
各
町
村
に
出
向
き
、

町
村
の
実
態
に
寄
り
添
っ
た
伴
走
支
援
を
行
っ
た
り

し
て
参
り
ま
し
た
。
中
で
も
、
学
校
運
営
協
議
会
委

員
・
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
・
園
学
校
職
員
・

公
民
館
等
社
会
教
育
関
係
職
員
の
皆
様
と
「
地
域
み

ん
な
で
子
供
た
ち
の
未
来
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
地
域
資
源
を
活
用
し

た
様
々
な
取
組
の
ア
イ
デ
ア
・
企
画
が
出
さ
れ
ま
し

た
。 

吾
妻
郡
社
会
教
育
振
興
会 

 

吾
妻
管
内
に
は
、「
吾
妻
郡
社
会
教
育
振
興
会
」
と

い
う
管
内
社
会
教
育
団
体
が
一
堂
に
会
す
る
組
織
が

あ
り
ま
す
。
始
ま
り
は
、
遡
る
こ
と
戦
後
間
も
な
い

昭
和
２
１
年
、
吾
妻
郡
連
合
青
年
団
発
足
、
吾
妻
郡

連
合
婦
人
会
の
結
成
が
そ
れ
で
し
た
。
昭
和
２
８
年

に
は
、
現
在
の
組
織
「
吾
妻
郡
社
会
教
育
振
興
会
」

が
結
成
さ
れ
、
団
体
へ
の
助
成
や
研
修
事
業
を
始
め

て
お
り
、
以
来
７
０
年
余
り
に
わ
た
っ
て
管
内
の
社

会
教
育
の
振
興
を
掲
げ
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
加
盟

団
体
は
増
減
を
経
て
、
令
和
６
年
度
に
は
「
教
育
委

員
会
連
絡
協
議
会
」「
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
」「
連

合
婦
人
会
」
「
文
化
協
会
」
「
視
聴
覚
技
術
者
連
盟
」

「
子
ど
も
育
成
団
体
連
絡
協
議
会
」「
公
民
館
連
絡
協

議
会
」
「
青
少
年
育
成
推
進
員
連
絡
協
議
会
」
「
社
会

教
育
担
当
者
会
」
「
小
学
校
長
会
」
「
中
学
校
長
会
」

「
ス
ポ
ー
ツ
協
会
」
「
社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会
」

「
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
連
絡
協
議
会
」
の
１
４
団
体

と
な
り
ま
し
た
。 

 

諸
先
輩
方
が
昭
和
５
６
年
に
社
会
教
育
振
興
会
に

つ
い
て
記
さ
れ
た
所
感
に
目
を
通
し
ま
す
と
、「
・
・
・

今
日
ま
で
行
わ
れ
て
参
り
ま
し
た
学
校
教
育
は
、
や

や
も
す
れ
ば
、
知
的
傾
向
に
陥
り
や
す
い
の
で
、
こ

れ
に
社
会
教
育
面
を
実
践
さ
せ
て
の
教
育
が
で
き
た

ら
、
人
間
形
成
の
上
に
、
よ
り
効
果
的
で
あ
る
と
の

考
え
で
は
な
い
か
と
愚
考
す
る
の
で
、
学
校
教
育
と

社
会
教
育
と
が
両
輪
と
な
っ
て
よ
く
歯
車
が
か
み
合

う
よ
う
に
と
の
構
想
と
思
わ
れ
ま
す
。
・
・
・
（
吾
妻

郡
社
会
教
育
振
興
会
長 

浦
野
英
彦
様
）
」
と
ま
さ
に

両
輪
で
進
む
必
要
性
を
感
じ
て
お
ら
れ
た
一
文
が
残

っ
て
お
り
ま
し
た
。 

 

現
在
、
吾
妻
管
内
の
社
会
教
育
団
体
は
、
高
齢
化

等
に
よ
っ
て
活
動
が
縮
小
さ
れ
た
り
、
コ
ロ
ナ
禍
を

経
験
し
た
こ
と
で
、
活
動
の
見
直
し
を
図
っ
た
り
し

て
い
る
只
中
だ
と
感
じ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
子

供
た
ち
に
、
学
校
に
、
地
域
の
力
が
必
要
と
さ
れ
て

い
る
今
、
社
会
教
育
関
係
団
体
の
皆
様
に
は
地
域
学

校
協
働
活
動
等
へ
お
力
添
え
を
い
た
だ
け
る
こ
と
を

期
待
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
吾

妻
教
育
事
務
所

と
し
ま
し
て
も

そ
の
よ
う
な
取

組
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
け
れ
ば

と
思
っ
て
お
り

ま
す
。 

地域学校協働活動推進員等 

研修会（ワークショップ）より 

社会教育振興会 
功労者表彰式より 

１４ 

 



各
教
育
事
務
所
よ
り 

利
根
教
育
事
務
所 

「
地
域
と
学
校
の
連
携
・
協
働
推
進
へ
の
取
組
」 

利
根
沼
田
地
域
で
は
、
令
和
７
年
１
月
現
在
、
管
内
の
公
立

小
中
学
校
３
５
校
の
う
ち
３
２
校
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク

ー
ル
（
以
下
「
Ｃ
Ｓ
」）
と
な
り
、「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校

づ
く
り
」
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
独
自
施
策
で
あ
る
「
社

会
教
育
主
事
等
派
遣
事
業
」
で
は
、
市
町
村
教
育
委
員
会
の
実

施
す
る
地
域
と
学
校
の
連
携
・
協
働
に
関
わ
る
研
修
会
や
学

校
運
営
協
議
会
等
に
お
い
て
、
指
導
主
事
や
社
会
教
育
主
事

が
説
明
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
た
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。 

令
和
６
年
４
月
に
は
沼
田
市
の
依
頼
に
よ
り
、
新
た
に
委

嘱
さ
れ
た
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
を
対
象
に
、「
地
域
と

学
校
の
連
携
・
協
働
の
意
義
」
や
「
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進

員
の
役
割
」
に
つ
い
て
説
明
し
、
理
解
の
促
進
を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
、
５
月
に
は
白
沢
小
・
中
学
校
の
学
校
運
営
協
議
会
に
お

い
て
社
会
教
育
主
事
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
な
り
、
小
・
中

学
校
の
教
職
員
と
学
校
運
営
協
議
会
委
員
に
よ
る
ラ
ベ
ル
ワ

ー
ク
を
実
施
し
、
地
域
で
育
て
た
い
子
ど
も
像
を
参
加
者
同

士
で
共
有
し
ま
し
た
。 

学
校
訪
問
で
は
今
年
度
、
学
校
教
育
係
と
連
携
し
な
が
ら

管
内
１
１
校
の
小
・
中
学
校
を
訪
問
し
ま
し
た
。
児
童
生
徒
の

社
会
参
画
を
意
識
し
た
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
や
地
域
の

繋
が
り
を
意
識
し
た
「
生
活
科
」
の
授
業
参
観
と
、
地
域
の
教

育
力
の
活
性
化
に
向
け
た
体
制
づ
く
り
や
地
域
と
学
校
に
よ

る
双
方
向
の
連
携
・
協
働
推
進
方
策
に
つ
い
て
の
協
議
を
行

い
ま
し
た
。 

そ
の
中
か
ら
、「
地
域
の
教
育
力
の
活
性
化
」
と
「
社
会
に

開
か
れ
た
教
育
課
程
」
の
実
現
に
向
け
て
特
徴
的
な
取
組
を

し
て
い
る
２
つ
の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。 

川
田
小
学
校
は
、
６
年
生
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
お

い
て
、
地
域
の
「
防
災
」
に
つ
い

て
の
学
習
を
行
い
、
自
分
た
ち

で
模
擬
避
難
所
を
運
営
し
た

り
、
市
地
域
安
全
課
職
員
に
質

問
し
た
り
し
て
、
保
護
者
や
地

域
住
民
と
共
に
学
び
を
深
め
て

い
ま
し
た
。 

ま
た
、
水
上
小
学
校
は
、
５
年
生
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間

に
お
い
て
、
町
の
移
住
相
談
会
等
で
配
布
予
定
の
「
移
住
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
」
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
町
役
場
企
画
課
職
員
に
ア

ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
な
が
ら
子
ど
も
目
線
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

ど
ち
ら
の
事
例
も
子
ど
も
の
思

い
や
疑
問
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

学
び
が
、
地
域
の
協
力
を
得
な

が
ら
形
に
な
る
と
と
も
に
、
地

域
の
思
い
が
込
め
ら
れ
た
授
業

で
し
た
。 

利
根
管
内
で
は
、
現
在
２
８
名
が
地
域
学
校
協
働
活
動
推

進
員
と
し
て
各
学
校
や
中
学
校
区
に
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

「
委
嘱
さ
れ
た
が
、
や
る
べ
き
こ
と
や
推
進
員
の
役
割
が
よ

く
わ
か
ら
な
い
」
と
い
っ
た
声
が
聞
こ
え
て
き
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
本
年
度
５
月
に
実
施
し
た
「
第
１
回
地
域
と
学
校
の
連

携
・
協
働
地
区
別
推
進
会
議
」
に
お
い
て
は
、
市
町
村
教
育
委

員
会
に
求
め
ら
れ
る
支
援
の
具
体
化
を
図
り
ま
し
た
。
市
町

村
教
育
委
員
会
の
各
担
当
者
が
学
校
や
地
域
、
推
進
員
の
求

め
に
応
じ
た
支
援
に
つ
い
て
認
識
し
、
今
年
度
の
取
組
の
方

向
性
を
共
通
理
解
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
８
月
の
「
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
等
研
修
会
」

で
は
、
文
科
省
Ｃ
Ｓ
マ
イ
ス
タ
ー
の
鈴
木
廣
志
先
生
を
お
招

き
し
、
講
義
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て
、
学
校
と
地
域
が

パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
る
た
め
に
必
要
な
考
え
方
や
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
参
加
者
が
中
学
校
区
ご
と
の
グ
ル
ー

プ
に
な
り
、
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
具
体
的
に
話
し
合
う
こ

と
で
、
当
事
者
意
識
を
も
ち
、
学
校
と
地
域
の
双
方
向
の
関
係

づ
く
り
を
一
歩
前
進
さ
せ
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

地
域
と
学
校
が
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
連
携
・
協
働
す
る
た

め
に
は
、
地
域
学
校
協
働
活
動
や
Ｃ
Ｓ
制
度
の
正
し
い
理
解

と
、
地
域
と
学
校
が
そ
れ
ぞ
れ
当
事
者
意
識
を
持
っ
て
教
育

活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。
今
後
も
地
域
と
学
校

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
関
わ
る
人
が
、
そ
の
地
域
で
育
て
た
い

子
ど
も
像
や
学
校
・
家
庭
・
地
域
に
お
け
る
教
育
活
動
な
ど
の

ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
、
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
ま
す
。 

引
き
続
き
学
校
教
育
係
と
連
携
し
な
が
ら
、
管
内
の
実
態

に
合
わ
せ
て
、
Ｃ
Ｓ
と
地
域
学
校
協
働
活
動
の
一
体
的
推
進

に
向
け
て
支
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

町役場企画課職員による「移住

ガイドブックづくり」のアドバイス 

児童による「模擬避難所開設」

での「けんちん汁」配布 

１５ 



各
教
育
事
務
所
よ
り 

東
部
教
育
事
務
所 

「
地
域
の
団
体
と
進
め
る
家
庭
教
育
支
援

」 

東
部
教
育
事
務
所
で
は
「
地
域
の
支
援
団
体
と
企

画
段
階
か
ら
連
携
す
る
」
を
重
点
方
針
と
し
て
、
家

庭
教
育
支
援
に
関
わ
る
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

具
体
的
に
は
、
事
務
所
主
催
の
「
家
庭
教
育
の
つ

ど
い
」
と
「
親
子
ふ
れ
あ
い
交
流
フ
ェ
ス
タ
」
に
つ

い
て
管
内
の
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
と
共
に
協
議
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
次
の
よ
う
な
改
革
を
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

〇
親
子
ふ
れ
あ
い
交
流
フ
ェ
ス
タ 

・
新
進
の
支
援
団
体
に
活
動
機
会
を
提
供
す
る
場
と

す
る
（
新
進
の
団
体
に
経
験
を
積
ん
で
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
団
体
の
周
知
を
図
る
た
め
） 

〇
未
来
を
ひ
ら
く
家
庭
教
育
の
つ
ど
い 

・
実
施
時
期
を
７
月
か
ら
１
月
に
変
更
（
冬
場
は
活

動
機
会
が
減
る
団
体
が
多
く
参
加
し
や
す
い
た
め
） 

・
実
践
発
表
３
団
体
か
ら
２
団
体
に
減
ら
し
、
班
別

協
議
の
時
間
を
増
加
（
昨
年
の
班
別
協
議
が
有
意

義
だ
っ
た
と
の
意
見
が
あ
っ
た
た
め
） 

・
会
場
を
東
毛
青
少
年
自
然
の
家
に
変
更
（
団
体
の

活
動
場
所
候
補
と
し
て
紹
介
す
る
た
め
） 

 

実
施
し
た
２
つ
の
事
業
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

公
民
館
講
座
等
の
講
師
と
し
て
招
聘
し
た
い
場
合
は
、

東
部
教
育
事
務
所
生
涯
学
習
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。 

親
子
ふ
れ
あ
い
交
流
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
４ 

 

ｉ
ｎ 

と
う
も
う
オ
ー
プ
ン
デ
ー 

 

東
毛
青
少
年
自
然
の
家
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト

「
と
う
も
う
オ
ー
プ
ン
デ
ー
」
に
、
２
つ
の
ブ
ー
ス

を
出
展
し
ま
し
た
。 

〇
ブ
ー
ス
１
「
親
子
で
み
そ
づ
く
り
」 

・
出
展
団
体
：
キ
ッ
ズ
バ
レ
イ 

・
活
動
時
間
：
３
０
分 

・
定
員
：
親
子
６
組 

・
参
加
費
：
一
人
５
０
０
円 

・
親
子
で
手
作
り
み
そ
の
仕
込
み
を
行
い
ま
し
た
。

み
そ
が
出
来
上
が
る
の
は
３
か
月
後
で
す
。
透
明

タ
ッ
パ
ー
に
仕
込
ん
だ
の
で
、
親
子
で
楽
し
み
な

が
ら
観
察
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

 

〇
ブ
ー
ス
２
「
フ
ェ
イ
ス
ペ
イ
ン
ト
講
座
」 

・
出
展
団
体
：
フ
ェ
イ
ス
ペ
イ
ン
ト
ｍ 

・
活
動
時
間
：
３
０
分 

・
定
員 

親
子
：
６
組 

・
参
加
費
：
一
組
２
０
０
円 

・
親
子
で
お
互
い
の
顔
に
ペ
イ
ン
ト
を
し
ま
し
た
。

「
ど
ん
な
デ
ザ
イ
ン
に
す
る
？
」
「
う
ま
く
塗
っ

て
ね
」
と
会
話
が
弾
み
ま
し
た
。 

 

 
(↑

講
師
様
作
成
の
ポ
ス
タ
ー) 

 

未
来
を
ひ
ら
く
家
庭
教
育
の
つ
ど
い 

 

家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
、
子
ど
も
食
堂
、
保
護
者

支
援
団
体
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
、
行
政
関
係
者
等
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
、
班
別
の
交
流
・
情
報
交
換
を

行
い
ま
し
た
。
同
じ
志
を
持
つ
者
同
士
が
市
町
村
の

枠
を
超
え
て
交
流
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
桐
生
市
を
中
心
に
多
様
な
支
援
活
動
を
展

開
し
て
い
る
「
キ
ッ
ズ
バ
レ
イ
」
様
に
実
践
発
表
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

１６ 



 
 

                        

  

令
和
６
年
度
、
群
馬
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
主
催

で
５
回
に
渡
っ
て
行
わ
れ
た
家
庭
教
育
支
援
者
養
成

講
座
に
つ
い
て
概
要
を
お
伝
え
し
ま
す
。 

第
１
回 

令
和
６
年
８
月
２
２
日
（木
） 

「子
ど
も
・子
育
て
家
庭
の
現
状
と 

家
庭
教
育
支
援
の
重
要
性
」 

講
師 

東
京
学
芸
大
学 

准
教
授 

入
江 

優
子 

氏 
 

 

子
育
て
・
家
庭
教
育
の
困
難
さ
を
社
会
構
造
の
問 

題
か
ら
考
え
、
個
別
支
援
だ
け
で
な
く
、
子
育
て
に 

必
要
な
環
境
醸
成
、
と
い
う
新
し
い
仕
組
み
を
ど
う 

実
現
す
る
か
、
家
庭
教
育
を
取
り
巻
く
様
々
な
施
策 

に
つ
い
て
お
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

【
受
講
者
感
想
】 

〇
講
義
の
後
の
交
流
会
が
あ
る
の
は
貴
重
な
時
間
に

な
り
ま
し
た
。
他
の
人
と
つ

な
が
り
を
作
れ
る
時
間
が

あ
っ
た
の
が
、
と
て
も
よ
か

っ
た
で
す
。「
関
わ
る
」「
つ

な
ぐ
」
と
い
う
言
葉
が
キ
ー

ワ
ー
ド
で
あ
る
こ
と
を
実

感
し
ま
し
た
。 

 

第
２
回 

令
和
６
年
９
月
６
日
（金
） 

「子
ど
も
の
心
の
育
ち
と
親
子
関
係
」 

講
師 

東
京
未
来
大
学 

准
教
授 

井
梅 

由
美
子 
氏 

 

人
間
の
８
つ
の
発
達
段
階
の
中
の
乳
児
期
～
青
年

期
の
特
徴
を
取
り
上
げ
、
愛
着
の
成
立
に
は
自
己
肯

定
感
が
重
要
と
い
う
お
話
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

心
の
仕
組
み
を
知
る
と
い
う
こ
と
で
、
受
講
者
が
エ

ゴ
グ
ラ
ム
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

【
受
講
者
感
想
】 

〇
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
は
い
ろ
い
ろ
な
ジ
ャ
ン
ル
の
方

と
話
せ
て
楽
し
か
っ
た
。

先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
も

直
接
聞
く
こ
と
が
で
き

て
、
な
る
ほ
ど
と
思
っ

た
。
地
域
で
の
子
育
て
支

援
に
あ
た
り
、子
供
の
発

達
理
解
は
不
可
欠
の
知

識
で
あ
る
と
再
認
識
し

ま
し
た
。 

 

第
３
回 

令
和
６
年
９
月
２
７
日
（金
） 

「認
知
行
動
療
法
を
用
い
た 相

談
技
法
の
基
礎
・応
用
」 

講
師 

江
戸
川
大
学 

名
誉
教
授 

福
井 

嗣
泰 

氏 

 

学
校
現
場
で
は
あ
ま
り
な
じ
み
の
な
い
「
認
知
行

動
療
法
」
に
つ
い
て
の
お
話
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
基
本
技
法
や
流
れ
に
つ
い

て
、
認
知
行
動
療
法
で
効
果
を
上
げ
る
た
め
の
手
立

て
に
つ
い
て
も
お
話
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

●社会教育指導者養成講座● 

✎研修概要と参加者の感想✎ 

 

 

月

日

曜
日

日
直

 

           県生涯学習センターの研修講座    

 

●家庭教育支援者養成講座● 

✎研修概要と参加者の感想✎ 

 

１７ 



<

受
講
者
の
感
想>

 

〇
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
と

こ
ろ
に
認
知
行
動
療
法
が

広
ま
る
と
い
い
と
思
っ

た
。「
目
か
ら
鱗
」
と
い
っ

た
感
じ
で
今
ま
で
の
考
え

方
を
が
ら
り
と
変
え
ら
れ

る
お
話
で
し
た
。
と
て
も

有
益
な
時
間
を
過
ご
せ
た

と
思
い
ま
す
。 

 

第
４
回 

令
和
６
年
１
０
月
９
日
（
水
） 

「
現
代
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の 

ペ
ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」 

講
師 

大
湫
病
院
児
童
精
神
科 医

師 

関 

正
樹 

氏 
 

 

発
達
障
害
等
の
子
供
た
ち
の
た
め
の
支
援
と
し
て
、

親
の
関
わ
り
方
に
視
点
を
置
い
た
「
ペ
ア
レ
ン
ト
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
」
に
つ
い
て
の
お
話
を
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
親
が
子
ど
も
に
対
す
る
適
切
な
支
援
方
法

を
身
に
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
の
行
動
の

改
善
や
発
達
の
促
進
に
つ
な
が
る
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー

チ
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
講
義
の
最
後
に
、「
大
人
に

な
っ
た
時
に
自
分
を
大
切
に
思
う
気
持
ち
を
も
ち
続

け
、
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
る
子
供
」
の
姿
を
示
し
て

く
れ
ま
し
た
。 

 

<

受
講
者
の
感
想>

 

〇
子
供
た
ち
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
大
変
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。
発
達
障
害
の

子
の
対
応
に
つ
い
て
も
参

考
に
な
り
ま
し
た
。
講
義

内
容
も
た
い
へ
ん
わ
か
り

や
す
く
、
あ
っ
と
い
う
間

の
２
時
間
で
し
た
。
隣
方

と
の
話
が
と
て
も
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。 

 

第
５
回 

令
和
６
年
１
０
月
１
７
日
（木
） 

 

先
進
事
例
か
ら
学
ぶ 

① 

「ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の 

視
点
か
ら
見
る
子
育
て
支
援
」 

講
師 

安
中
市
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム 

子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
！ 

代
表 

神
戸 

る
み 

氏 

② 

「と
ま
り
木
の
キ
モ
チ
」 

 
 
 

講
師 

み
ど
り
市
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム 

 

と
ま
り
木 

代
表 

山
同 

善
子 

氏 

 

第
５
回
は
、
群
馬
県
内
の
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム

に
よ
る
事
例
発
表
を
行
い
ま
し
た
。 

 

発
表
①
で
は
、
子
育
て
を
し
て
い
く
上
で
の
「
孤

独
と
孤
立
」、「
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
」、「
私
た
ち
に
で

き
る
こ
と
」
と
い
う
３
つ
の
課
題
に
つ
い
て
お
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。
発
表
②
で
は
、
地
域
に
い
る
た
く

さ
ん
の
大
人
た
ち
の
い
ろ
い
ろ
な
考
え
方
に
触
れ
、

子
供
た
ち
の
可
能
性
を
広
げ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い

か
ら
、
地
域
の
様
々
な
団
体
と
連
携
し
、
子
供
た
ち

の
居
場
所
を
作
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

支
援
チ
ー
ム
の
活
動
の
様

子
や
効
果
的
な
支
援
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー

ム
の
理
念
や
特
色
が
わ
か

る
発
表
を
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。 

<

受
講
者
の
感
想>

 

〇
２
つ
の
団
体
の
取
組
を

拝
聴
し
、
た
い
へ
ん
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
す
べ
て
の
回
、
と
て
も
楽
し
く
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
日
の
講
座
で
は
、
県
内

で
子
供
の
た
め
に
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
の
か
、

と
考
え
て
行
動
さ
れ
て
い
る
方
が
た
く
さ
ん
い
る
こ

と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
様
々
な
職
場
の
方

と
意
見
交
換
が
で
き
て
、い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 

今
年
度
の
５
回
の
講
座
に
全

回
出
席
さ
れ
た
方
は
２
４
名
で

し
た
。
本
セ
ン
タ
ー
山
口
館
長

よ
り
修
了
証
を
交
付
し
ま
し

た
。 

１８ 



                      

群
馬
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
は
、
生
涯
学
習
・
社
会

教
育
の
最
近
の
動
向
を
踏
ま
え
、
生
涯
学
習
・
社
会
教
育

担
当
職
員
等
に
求
め
ら
れ
る
基
本
的
・
実
践
的
な
知
識
・

技
能
に
つ
い
て
の
研
修
を
行
い
、
参
加
者
の
資
質
向
上
を

図
っ
て
い
ま
す
。 

「
社
会
教
育
推
進
セ
ミ
ナ
ー
」
第
１
回
は
、
会
場
参
集

形
式
で
「
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
の
講
義
と

演
習
を
行
い
ま
し
た
。
行
政
職
員
、
公
民
館
職
員
、
学
校

関
係
者
な
ど
の
方
々
に
御
参
加
い
た
だ
き
、
フ
ァ
シ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
の
土
台
と
な
る
場
づ
く
り
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
ザ

イ
ン
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
際
の
ス
キ
ル
や
マ

イ
ン
ド
に
つ
い
て
体
験
的
に
学
び
ま
し
た
。
「
群
馬
の
新

し
い
観
光
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
決
め
る
活
動
」
を
と
お

し
て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
の
講
座
の
楽
し
さ
や
有
効

性
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

第
２
回
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
「
多
文
化
共
生
を
め

ざ
し
た
地
域
づ
く
り 
」
に
つ
い
て
の
講
義
と
演
習
を
行
い

ま
し
た
。
講
師
の
先
生
か
ら
国
や
地
方
自
治
体
で
の
取
組

の
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
御
説
明
い
た
だ
い
た
後
に
、
学

生
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
「
や
さ
し
い
日
本
語

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
体
験
し
ま
し
た
。
多
様
な
ル
ー

ツ
を
も
つ
方
へ
情
報
伝
達
を
行
う
際
の
ポ
イ
ン
ト
や
「
や

さ
し
い
日
本
語
」
を
使
う
こ
と
の
大
切
さ
を
体
験
的
に
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

第
３
回
は
、
中
之
条
町
ツ
イ
ン
プ
ラ
ザ
を
会
場
に
、「
災

害
の
視
点
か
ら
考
え
る
地
域
づ
く
り
」
に
つ
い
て
の
講
義

と
演
習
を
行
い
ま
し
た
。
防
災
対
策
の
今
後
の
方
向
性
と

教
育
行
政
職
員
等
に
期
待
す
る
こ
と
つ
い
て
、
事
例
紹
介

や
災
害
対
応
危
機
管
理
演
習
を
と
お
し
て
、
わ
か
り
や
す

く
お
示
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
当
た
り
前
だ
と

思
っ
て
い
た
こ
と
を
「
ア
ン
ラ
ー
ン
」
す
る
こ
と
の
大
切

さ
を
改
め
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

第
４
回
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
「
若
者
の
参
画
に
よ

る
地
域
づ
く
り
」
に
つ
い
て
の
講
義
と
演
習
を
行
い
ま
し

た
。
若
者
の
声
を
ど
う
拾
い
、
地
域
づ
く
り
に
巻
き
込
ん

で
い
く
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
先
生
の
実
践
を
も
と

に
お
話
し
い
た
だ
き
、
参
加
者
同
士
の
意
見
交
流
も
行
い

ま
し
た
。
つ
な
が
り
や
コ
ラ
ボ
す
る
こ
と
を
意
識
し
て
活

動
す
る
こ
と
の
大
切
さ
や
学
び
や
活
動
を
波
紋
の
よ
う
に

広
げ
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
や
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 ●

群
馬
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内 

 

生
涯
学
習
研
修
会
Ｑ
Ｒ 

 

月

日

曜
日

日
直

 

●社会教育指導者養成講座①● 

  ～社会教育推進セミナー～ 

✎研修概要と参加者の感想✎ 

           県生涯学習センターの研修講座    

１９ 



第
１
回
目 

令
和
６
年
５
月
３
１
日
（
金
） 

「
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ
～ 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
体
験
し
て
み
よ
う
～
」 

 

講
師 
日
本
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
協
会 

会
員 

井
上 

雅
光 

氏 

【
受
講
者
感
想
】 

・
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
事
を
学
べ
る
だ
け

で
な
く
、
机
の
配
置
な
ど
に
よ
る
心
理
的
効
果

な
ど
も
学
べ
て
良
か
っ
た
で
す
。
実
際
に
会
議 

な
ど
で
活
用
し
た
い
と

思
い
ま
し
た
。 

・
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
の
大
事
な
土
台
部
分

を
丁
寧
に
教
え
て
頂

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
プ
ロ
セ
ス

に
着
目
し
、
今
後
の
事

業
に
い
か
し
て
い
き
た

い
で
す
。 

 

 

第
２
回
目 

令
和
６
年
６
月
１
３
日
（
木
） 

「
多
文
化
共
生
を
め
ざ
し
た
地
域
づ
く
り 

 

～
や
さ
し
い
日
本
語
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を 

体
験
し
て
み
よ
う
～
」 

 

講
師 

明
治
大
学
国
際
日
本
学
部 

 

教
授 

山
脇 

啓
造 

氏 

【
受
講
者
感
想
】 

・
こ
れ
か
ら
各
自
治
体
で
取
り
組
む
べ
き
内
容

で
、
と
て
も
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

・
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
必

要
な
テ
ー
マ
だ
と
感
じ
ま

し
た
。
学
生
さ
ん
の
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
素
晴

ら
し
か
っ
た
で
す
。 

・
昨
今
の
国
や
自
治
体
の

取
り
組
み
が
わ
か
る
講
義

と
具
体
的
な
ワ
ー
ク
で
バ

ラ
ン
ス
よ
か
っ
た
で
す
。 

 

第
３
回
目 

令
和
６
年
６
月
１
８
日
（
火
） 

「
防
災
の
視
点
か
ら
考
え
る
地
域
づ
く
り
」 

 
講
師 

群
馬
大
学
大
学
院
理
工
学
府 

教
授 

金
井 

昌
信 

氏 

【
受
講
者
感
想
】 

・
防
災
に
つ
い
て
考
え
る

良
い
機
会
と
な
り
ま
し

た
。
地
域
の
社
会
教
育
に

ど
の
よ
う
に
生
か
す
か
を

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

・
防
災
こ
そ
、
「
学
校
運

営
協
議
会
」
で
話
し
合
う

べ
き
内
容
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
地
域
と
学
校
が

普
段
か
ら
関
係
づ
く
り
が
で
き
て
い
な
け
れ

ば
、
絶
対
に
で
き
な
い
と
思
い
ま
し
た
。 

 

第
４
回
目 

令
和
６
年
７
月
２
日
（
火
） 

「
若
者
の
参
画
に
よ
る
地
域
づ
く
り 

～
若
者
の
力
で
地
域
活
性
化
を
め
ざ
す
～
」 

 

講
師 

桜
の
聖
母
短
期
大
学
教
養
学
科 

教
授 

桜
の
聖
母
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
長  

三
瓶 

千
香
子 

氏 

【
受
講
者
感
想
】 

・
若
者
の
意
見
を
聞
く
に
は
、
出
向
い
て
聞
く

と
い
う
こ
と
な
ど
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
事
例
と
共
に
波
紋
を
広
げ
る
イ
メ
ー
ジ
を

持
っ
た
事
業
展
開
に
つ
い
て
も
意
識
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

・
社
会
教
育
主
事
と
し
て
、
の
り
し
ろ
を
見
つ

け
て
、
そ
れ
ら
を
繋
ぐ
「
の
り
」
と
な
り
た
い

と
思
い
ま
し
た
。
そ
の

た
め
に
は
、
こ
ち
ら
か

ら
出
向
い
て
足
で
稼
ぐ

こ
と
が
大
切
な
の
だ
と

改
め
て
考
え
ま
し
た
。

人
が
来
な
い…

で
は
な

く
、
集
ま
る
よ
う
な
場

づ
く
り
を
積
極
的
に
行

っ
て
い
き
た
い
で
す
。 

２０ 



 
 

                       

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
は
、 

今
年
度
の
社
会
教
育
実
践
研
修
は
、
「
共
生
社
会

実
現
に
向
け
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
基
盤
づ
く

り
」
を
テ
ー
マ
に
全
五
回
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
誰
一

人
取
り
残
さ
な
い
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
の
大

切
な
事
柄
を
前
半
の
第
１
・
２
回
で
学
び
、
後
半
の

第
３
～
５
回
で
は
、
当
事
者
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
、
「
コ
ー
ヒ
ー
の
淹
れ
方
講
座
」
「
モ
ル
ッ
ク
教

室
」
等
の
既
存
講
座
を
、
誰
も
が
参
加
し
や
す
い
講

座
に
リ
メ
イ
ク
し
ま
し
た
。
第
３
回
で
は
、
障
が
い

者
の
皆
さ
ん
、
第
４
回
で
は
高
齢
者
に
携
わ
る
方
々

（
民
生
委
員
等
）
、
第
５
回
で
は
外
国
人
代
表
と
し

て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
方
を
お
招
き
ま
し
た
。
実
際
の

当
事
者
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
事
業
を
考
え
る
こ
と

に
よ
り
、
新
た
な
気
づ
き
が
沢
山
あ
り
ま
し
た
。 

 

 

第

１
回 

令
和

６

年
７
月
１

０
日
（

水

）

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
す
る 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
能
力
」 

 
 

講
師 

 

尚
絅
学
院
大
学 

教
授 

松
田
道
雄 

氏 

【
受
講
者
感
想
】 

・
班
ご
と
の
ま
と
め
が
、
ま
っ
た
く
バ
ラ
バ
ラ

だ
っ
た
の
が
ま
さ
に
共
生
な
の
だ
と

感
じ
ま

し
た
。
と
て
も
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。 

・
大
変
楽
し
く
有
意
義
で
、
共
生
社
会
に
つ

い
て
実
感
で
き
た
。
学
ぶ
処
が
沢
山
あ
っ
た 

・
ゆ
っ
た
り
と
聞
き
、
考
え
、
表
現
で
き
た

研
修
で
し
た
。
深
く
学
べ
、
自
分
ご
と
と
し

て
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

・
参
加
型
が
有
効
で
、
参
加
す
る
中
で
当
事

者
意
識
も
高
ま
り
、
つ
な
が
り
を
感
じ
、
自

然
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
に
な
っ
た
。 

・
つ
な
が
り
を
生
む
こ
と
で
、
個
々
の
存
在

感
が
増
し
、
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
生
ま
れ

る
と
感
じ
た
。
前
例
踏
襲
で
行
っ
て
き
た
事

業
に
こ
う
し
た
取
組
を
取
り
入
れ
た
い
。 

・
先
進
的
な
テ
ー
マ
設
定
で
、
共
生
社
会
実

現
に
向
け
て
は
絶
対
に
障
が
い
者
、
外
国
人

な
ど
全
て
の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
、
私
た
ち
社
会
教
育
主
事
も
自
分

た
ち
で
新
し
い
学
び
の
場
を
作
り
た
い
で

す
。 

 

第
２
回 

令
和
６
年
８
月
２
９
日
（
木
） 

「
障
害
者
・
高
齢
者
・
外
国
人
と
の 

共
生
社
会
の
実
現
」 

講
師 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｇ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

代
表
理
事  

本
堂 

晴
生 

氏 

（
一
社
）
え
ん
が
お
代
表
理
事  

濱
野 

将
行 

氏 

【
受
講
者
感
想
】 

・
様
々
な
事
業
の
新
た
な
視
点
を
得
ら
れ
ま
し
た
。
外

国
籍
の
方
の
意
識
や
文
化
、
考
え
方
の
差
を
、
日
本
人

 

月

日

曜
日

日
直
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２１ 



の
視
点
の
み
で
な
く
、
広
い
視
野
で
考
え
た
い
と
思
っ

た
。 

濱
野
さ
ん
は
固
定
概
念
に
囚
わ
れ
な
い
柔
軟
性

が
あ
っ
た
。 

・
行
政
の
立
場
か
ら
、
環
境
づ
く
り
、
つ
な
が
り
づ
く

り
に
ど
う
関
わ
れ
る
か
と
考
え
な
が
ら
聞
く
こ
と
が

で
き
た
。 

・
支
援
す
る
側
・
さ
れ
る
側
と
分
け
る
の
で
は
な
く
、

み
ん
な
が
当
事
者
と
し
て
関
わ
る
と
い
う
こ
と
が
自

己
有
用
感
に
繋
が
り
、
他
者
と
繋
が
る
の
だ
と
感
じ
ま

し
た
。
ま
た
、
行
政
と
し
て
舞
台
を
整
え
、
人
々
を
ど

う
繋
い
で
ど
う
伴
走
す
る
か
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し

た
。  

・
障
が
い
者
と
健
常
者
の
関
わ
り
方
、
実
際
の
経
験
談
、

ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
だ
例
や
失
敗
談
、
心
が
け
な
ど
今
後

に
生
か
し
て
き
た
い
で
す
。 

仕
事
で
知
的
障
が
い
者

の
方
た
ち
と
初
め
て
ご
一
緒
し
、
フ
ォ
ロ
ー
し
ま
し
た

が
、
私
の
方
が
足
り
な
い
こ
と
が
多
く
、
助
け
て
も
ら

っ
て
感
心
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
。 

 

第
３
回 

令
和
６
年
９
月
１
０
日
（
火
） 

「
共
生
社
会
の
視
点
を
取
り
入
れ
た 

社
会
教
育
施
設
で
の
事
業
立
案
①
」 

講
師  

国
立
教
育
政
策
所
社
会
教
育
実
践
研
究
セ
ン
タ
ー 

 
 

 
 

 
 

 

専
門
調
査
員 

川
田 

貴
之 

氏 
 

 
 

【
受
講
者
感
想
】 

・
当
事
者
が
い
る
こ
と
で
、
よ
り
具
体
的
な
企
画
立
案

に
つ
な
が
り
ま
し
た
。 

・
川
田
先
生
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
の
企
画
力
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。 

当
事
者
の
方
と
一
緒
の
活
動
と
い
う
の
が
ほ
と
ん
ど

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
気
付

か
さ
れ
ま
し
た
。 

・
今
回
研
修
に
参
加
を
し
て
、
実
際
に
障
害
を
持
っ
て

い
る
方
と
話
す
こ
と
で
、
私
が
思
っ
て
い
る
障
が
い
者

が
求
め
て
い
る
こ
と
と
当
事
者
の
要
望
と
違
い
が
あ

り
ま
し
た
。
健
常
者
と
障
が
い
者
の
交
流
を
す
る
に
あ

た
っ
て
実
際
に
聞
い
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
こ
と

も
多
く
あ
り
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。 

 

第
４
回 

令
和
６
年
１
０
月
２
２
日
（
火
） 

「
共
生
社
会
の
視
点
を
取
り
入
れ
た 

社
会
教
育
施
設
で
の
事
業
立
案
②
」 

講
師 

 

国
立
教
育
政
策
所
社
会
教
育
実
践
研
究
セ
ン
タ
ー 

 
 

 
 

 
 

 
専
門
調
査
員 

川
田 

貴
之 

氏 

【
受
講
者
感
想
】 

・
川
田
先
生
の
講
義
が
分
か
り
や
す
く
、
演
習
に
て
講
座

を
リ
メ
イ
ク
す
る
上
で
、
大
切
な
視
点
に
な
り
ま
し
た
。

講
座
の
ね
ら
い
と
対
象
、
当
事
者
の
実
態
を
踏
ま
え
る
重

要
性
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。  

・
実
際
の
企
画
、
運
営
に
役
立
つ
内
容
と
実
感
で
き
ま

し
た
。 

・
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
ア
イ
デ
ア
に

感
心
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
次
の
機
会
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。 

 

第
５
回 

令
和
６
年
１
２
月
３
日
（
火
） 

「
共
生
社
会
の
視
点
を
取
り
入
れ
た 

社
会
教
育
施
設
で
の
事
業
立
案
③
」 

講
師 

 

国
立
教
育
政
策
所
社
会
教
育
実
践
研
究
セ
ン
タ
ー 

 
 

 
 

 
 

 

専
門
調
査
員 

川
田 

貴
之 

氏 
 

【
受
講
者
感
想
】 

・
高
校
生
と
外
国
人
の
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
、

実
が
あ
っ
た
。 

・
研
修
で
考
え
た
講
座
案
を
実
際
に
や
っ
て
み
る
の
も

面
白
い
か
な
と
思
い
ま
し
た
。 

・
一
つ
の
企
画
を
立
ち
上
げ
る
際
に
、
ど
の
よ
う
に
協

議
を
進
め
る
べ
き
か
、
配
慮
事
項
も
含
め
大
変
参
考
と

な
り
ま
し
た
。
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
進
行
が
ス
ム
ー
ズ
で
あ
っ
た
。

フ
ア
シ
リ
テ
ー
タ
ー
が
機
能
し
て
い
た
。 

・
事
業
立
案
の
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
は
活
動
内
容
も

わ
か
り
や
す
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
方

か
ら
も
い
ろ
い
ろ
と
ア
ド
バ
イ
ス
が
い
た
だ
け
て
、
と

て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。 

・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
方
を
交
え
た
演
習
で
川
田
先
生
の
話

が
よ
り
深
ま
る
演
習
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
よ
り
今

後
の
実
践
に
つ
な
が
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。 

２２ 



 
 

                       

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
は
、 

群
馬
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域
課
題
解

決
に
資
す
る
人
材
を
育
成
す
る
「
現
代
的
課
題
解
決

支
援
講
座
（
地
域
編
）
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ

の
講
座
は
、
地
域
住
民
が
、
地
域
の
課
題
を
自
ら
解

決
す
る
き
っ
か
け
と
な
る
学
習
機
会
を
提
供
す
る
も

の
で
、
開
催
会
場
を
公
募
す
る
と
い
う
特
色
が
あ
り

ま
す
。
開
催
会
場
の
自
治
体
と
群
馬
県
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
が
連
携
し
、
一
緒
に
な
っ
て
講
座
づ
く
り
を

し
ま
す
。
地
域
住
民
を
対
象
に
実
施
し
、
講
座
が
終

わ
っ
た
後
も
、
住
民
自
ら
地
域
課
題
解
決
の
た
め
の

活
動
へ
踏
み
出
せ
る
と
こ
ろ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
公
募
に
よ
っ
て
多
野
郡
神
流
町
（
た
の

ぐ
ん
か
ん
な
ま
ち
）
が
開
催
会
場
と
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
神
流
町
と
連
携
し
て
開
催
し
た
本
講
座

の
様
子
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

 
 地

域
課
題
か
ら
テ
ー
マ
を
決
定 

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
神

流
町
。
本
講
座
で
取
り
組
む
課
題
に
つ
い
て
、
群
馬
県

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
と
神
流
町
教
育
委
員
会
の
担
当

で
話
し
合
い
ま
し
た
。
「
ま
ず
は
地
域
に
住
ん
で
い
る

人
々
が
神
流
町
に
魅
力
を
感
じ
て
い
る
こ
と
が
大
切

で
は
な
い
か
」
「
多
世
代
で
交
流
し
て
元
気
を
与
え
あ

っ
た
り
、
ほ
め
あ
っ
た
り
す
る
人
間
関
係
を
築
く
こ
と

で
住
民
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
地
域
に
な
る
の
で
は
な

い
か
」
と
い
う
意
見
に
ま
と
ま
り
、
仮
テ
ー
マ
を
「
い

つ
ま
で
も
残
し
た
い
神
流
の
魅
力
の
再
発
見
・
継
承
」

と
し
ま
し
た
。 

本
講
座
の
講
師
と
し
て
、
地
域
づ
く
り
や
多
世
代
交

流
の
実
践
が
豊
富
な
尚
絅
学
院
大
学
の
松
田
道
雄
先

生
に
ご
指
導
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
先
生
に
ご
助
言
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
場
を
作
り
、
ど
ん
な

支
援
が
で
き
る
か
協
議
し
ま
し
た
。
講
師
と
の
打
ち
合

わ
せ
の
中
で
、
仮
テ
ー
マ
が
地
域
住
民
に
と
っ
て
自
分

事
と
な
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

地
域
住
民
の
生
の
声
を
聞
く
場
を
設
け
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。 

 

地
域
住
民
と
話
し
合
い
、
内
容
を
決
定 

地
域
住
民
の
声
を
聞
く
た
め
、
区
長
会
、
子
育
連
、
森

林
組
合
、
漁
業
組
合
、
学
校
運
営
協
議
会
、
地
域
学
校
協

働
活
動
推
進
員
、
消
防
団
、
子
育
て
支
援
団
体
の
代
表
者

に
声
を
か
け
、
話
し
合
い
ま
し
た
。
松
田
先
生
に
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
を
お
願
い
し
、
等
話
（
松
田
先
生
が
提
唱
す

る
平
等
な
会
話
の
造
語
）
の
手
法
で
、
思
い
思
い
に
神
流

町
の
こ
と
を
話
し
合
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、「
神
流
町

の
魅
力
を
外
部
に
伝
え
る
こ
と
も
大
切
だ
が
、
ま
ず
住

ん
で
い
る
町
民
が
神
流
町
の
良
さ
を
感
じ
て
い
る
こ

と
が
大
切
」
「
子
供
た
ち
の
意
見
や
思
い
も
聞
い
て
み

た
い
。
多
世
代
で
交
流
す
る
こ
と
が
大
切
」
と
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
仮
に
設
定
し
て
い
た
テ
ー

マ
が
住
民
の
意
見
と
合
致
し
て
お
り
、
地
域
住
民
が
自

分
事
と
し
て
取
り
組
め
る
テ
ー
マ
で
あ
る
こ
と
が
分

 

月

日

曜
日

日
直

 

●現代的課題解決支援講座（地域編）● 
 

           県生涯学習センターの研修講座    
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か
り
ま
し
た
。
子

供
も
含
め
多
世

代
が
神
流
町
の

魅
力
を
話
し
合

う
場
を
作
る
た

め
、
か
し
こ
ま
っ

た
場
で
は
な
く

気
軽
に
交
流
で

き
る
よ
う
な
楽

し
い
場
に
し
よ

う
と
、
意
見
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
。 

気
軽
に
交
流

が
生
ま
れ
る
楽

し
い
場
に
す
る
た
め
、
ど
ん
な
仕
掛
け
が
で
き
る
か
悩

み
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
以
前
、
子
育
て
サ
ロ
ン
「
あ
そ

ぼ
う
会
」（
町
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
）
で
、
小
学
生
が

店
員
と
な
っ
て
開
催
さ
れ
た
駄
菓
子
屋
に
目
を
つ
け

ま
し
た
。
対
象
は
子
育
て
世
代
の
親
子
、
ま
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
参
加
し
て
い
る
地
域
の
方
で
す
。
そ
の
時
の

あ
た
た
か
い
雰
囲
気
や
年
齢
問
わ
ず
和
気
あ
い
あ
い

と
す
る
姿
は
、
ま
さ
に
ゆ
っ
た
り
と
し
た
多
世
代
の
交

流
で
し
た
。
無
理
の
な
い
交
流
の
た
め
に
は
こ
れ
以
上

な
く
、
今
回
の
企
画
「
だ
が
し
だ
か
ん
な
」
に
ま
と
ま

り
ま
し
た
。
小
学
生
店
員
も
快
諾
し
て
く
れ
、
あ
そ
ぼ

う
会
さ
ん
の
つ
な
が
り
で
駄
菓
子
も
ス
ム
ー
ズ
に
準

備
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

「
だ
が
し
だ
か
ん
な
」 

～
多
世
代
交
流
の
つ
な
が
り
づ
く
り
～ 

当
日
、
小
学
生
か
ら
駄
菓

子
の
買
い
方
の
説
明
が
あ

り
、「
だ
が
し
だ
か
ん
な
」
は

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
買
っ

た
方
か
ら
席
へ
移
動
し
、
駄

菓
子
を
食
べ
な
が
ら
、
お
し

ゃ
べ
り
を
し
ま
し
た
。
松
田

先
生
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
の
も
と
、
席
替
え
を
し
な

が
ら
色
々
な
話
を
し
ま
し
た
。「
町
の
魅
力
、
自
分
の
オ

ス
ス
メ
」、「
自
分
の
得
意
な
こ
と
」、「
こ
れ
か
ら
や
っ

て
み
た
い
こ
と
」
等
、
模
造
紙
に
は
話
し
合
わ
れ
た
意

見
が
た
く
さ
ん
書
か
れ
て
い
き
ま
し
た
。
駄
菓
子
屋
の

お
か
げ
で
、
幼
児
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
幅
広
い
年
代
の

町
民
が
集
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
駄
菓
子
を
食
べ
な
が

ら
話
し
合
う
こ
と
で
、
気
軽

に
世
代
を
超
え
た
交
流
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。
世
代
を

越
え
て
交
流
す
る
良
さ
を
感

じ
な
が
ら
、
住
民
同
士
の
つ

な
が
り
を
作
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

「
ま
た
や
り
た
い
」
と
い

う
声
が
多
く
、
２
回
目
と
な

る
「
だ
が
し
だ
か
ん
な
２
」
の

開
催
も
決
ま
り
ま
し
た
。
居
心

地
の
良
い
交
流
を
通
し
て
「
ま

た
集
ま
り
た
い
」
と
動
き
始
め

た
こ
と
は
大
き
な
成
果
で
す
。

住
民
自
ら
が
地
域
づ
く
り
の

た
め
に
話
し
合
っ
た
り
、
課
題

解
決
に
動
き
出
し
た
り
す
る

こ
と
に
つ
な
が
る
大
き
な
一

歩
と
な
り
ま
し
た
。
多
様
な
人

材
で
話
し
合
う
機
会
が
、
よ
り
魅
力
的
な
地
域
づ
く
り
の

た
め
の
一
助
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。 

 参
加
者
の
感
想 

・
子
供
た
ち
と
話
せ
て
元
気
を
も
ら
っ
た
。
小
学
生
の

立
派
な
意
見
に
感
心
し
た
。 

・
駄
菓
子
が
美
味
し
か
っ
た
し
、
色
々
な
人
と
話
が
で

き
て
楽
し
か
っ
た
。
昔
は
、
橋
が
な
い
と
こ
ろ
は
服
を

脱
い
で
川
を
渡
っ
て
い
た
な
ん
て
驚
い
た
。
次
に
何
を

や
ろ
う
っ
て
い
う
の
が
決
ま
っ
て
よ
か
っ
た
。 

・
子
育
て
世
代
は
少
数
派
。
知
っ
て
る
人
同
士
で
し
か

集
ま
ら
な
い
。
で
も
今
回
、
自
分
の
内
面
を
伝
え
合
い

な
が
ら
つ
な
が
り
が
で
き
て
嬉
し
か
っ
た
。
消
滅
可
能

性
都
市
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
我
々
一
人
ひ
と
り
が
町

を
構
成
し
て
い
る
ん
だ
と
思
え
た
。
話
す
こ
と
で
町
を

盛
り
上
げ
る
種
が
植
え
ら
れ
た
と
思
う
。
次
に
会
っ
た

ら
井
戸
端
会
議
で
き
る
顔
見
知
り
が
で
き
る
っ
て
本

当
に
あ
り
が
た
い
。 
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令和７年度 生涯学習課の取組方向について 
 

【基 本 方 針】 
社会が急激に変化する中で、人生１００年時代の到来、Society5.0 の実現など、課題を踏まえ

た新しい時代のウェルビーイング（誰もが幸福を感じることができる社会）を目指すために、生
涯学習・社会教育への期待が高まっています。 
こうした中で、群馬県教育委員会では、令和６年４月から第４期群馬県教育振興基本計画（群

馬県教育ビジョン）をスタートさせました。このビジョンでは、「自分とみんなのウェルビーイ
ングが重なり合い、高め合う共生社会へ向けて」をかかげ、そのために「人が誰しも生まれつい
て持っている、自分と社会をより良くしようと願う意志、原動力（エージェンシー）」を発揮し
て、自ら学びをつくり、行動し続ける「自律した学習者」を育成しようと謳っています。 

  群馬県教育ビジョンの方針を踏まえ、次に掲げる事項を重点政策として、社会教育、家庭教育、
その他様々な場や機会における学習の充実・環境整備に取り組み、生涯学習を推進していきます。 

 
「群馬県教育ビジョン」における「今後５年間の教育の重点政策」 

 
 １ 目指す学習者像実現のための重点政策 
  政策➀ 変化の激しい社会に対応できる資質・能力の育成 
  政策➁ 多様性を尊重し、協働する力の育成 
  政策③ 自分と社会をより豊かにするための生涯にわたる学びの支援 
  政策➃ 心と体の健康に対する理解と向上 
  政策➄ 時代の変化に対応した教育イノベーションの推進 
 
 ２ 群馬の教育を推進する基盤となる重点政策 
  政策➀ 「人」を支える取組の充実 
  政策➁ これからの時代の学びを支える施設・設備整備の推進 
  政策➂ これからの時代の学びを見据えた体制の整備 
  政策④ 学びの充実に向けた様々な主体による連携・協働の推進 
  政策⑤ 全ての子どもの学びを支援する取組の充実 
 

       ※ アンダーラインは生涯学習課が関係する政策 
 

【重 点 施 策】 ※ ＜ ＞は令和７年度の主な事業  
政策② 多様性を尊重し、協働する力の育成 
●社会教育における人権教育指導者養成に係る取組 

   ・ 人権教育の指導者養成のための講座を市町村に委託して開設する。また、指導者の資質
向上のための研修を各教育事務所で実施する。 
＜人権教育指導者養成講座、人権教育研修＞ 

 

 政策③ 自分と社会をより豊かにするための生涯にわたる学びの支援 
  ●生涯学習センター運営 
   ・ 生涯学習推進の中核施設として「群馬県生涯学習センター」を運営し、市町村や学校等

と連携を図りながら、県民の様々な生涯学習活動を支援する。 
＜生涯学習センター運営＞ 

 
●青少年会館運営 

   ・ 青少年が世代を超えて多様な人間関係を経験しながら社会的自立に必要な主体性や協調
性等を育むことができるよう、青少年や青少年団体の活動拠点である青少年会館を運営
し、青少年の健全育成を目的とした各種事業を実施する。 
＜青少年会館運営＞ 

 
  ●青少年の自然体験活動等の推進 
   ・ 北毛・東毛青少年自然の家において、青少年を対象に様々な体験活動の機会を提供し、

豊かな人間性や社会性、主体性等を育む。 
＜青少年自然体験等＞ 
 

  ●ぐんま天文台運営 
   ・ 学校をはじめ各種施設利用者に対応したきめ細かな教育普及活動に取り組み、天文・自

然科学への興味・関心を高めるとともに、より多くの県民に天体観望を経験してもらうこ
とを中心に、県内における天文学の裾野の拡大を図る。 
＜ぐんま天文台運営、ぐんま天文台モニュメント等再生＞ 
 

 
ここでは、令和７年度の 

県生涯学習課重点施策 

を掲載します。 
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  ●ぐんま昆虫の森運営 
・ 子どもたちの自然体験学習の場として整備した昆虫の森において、自然観察会や里山体
験等各種プログラムを実施し、身近な昆虫とのふれあいを通して、生命の大切さや自然環
境に関する県民の理解を深める。 
＜ぐんま昆虫の森運営、ぐんま昆虫の森みらいプロジェクト、赤城型民家修繕＞ 

 

 政策④ 学びの充実に向けた様々な主体による連携・協働の推進 
  ●地域と学校の連携・協働推進会議 
   ・ 地域と学校の連携・協働を推進するために、社会教育及び学校教育関係者間で現況につ

いて共通理解を図り、これまでの課題を解決するための情報交換や今後の推進方策につい
て協議を行う。 
＜群馬県地域学校協働活動推進員の配置、地域学校協働活動体制整備推進＞ 

 
  ●ワクわく子育てトーキング「ぐんまの親の学びプログラム」普及・実践 
   ・ 学校における就学時健診、入学説明会、ＰＴＡセミナー、公民館における家庭教育学級、

職場内家庭教育研修等、あらゆる機会での活用を働きかけ、講座実施を支援する。 
    ＜ワクわく子育てトーキング「ぐんまの親の学びプログラム」普及・実践＞ 
 
  ●社会教育主事講習［B］群馬会場開設・社会教育主事等職員研修 
   ・ 国が行う社会教育主事講習において地方会場（群馬会場）を開設し、社会教育主事の資

格付与に係る単位認定を県内で受けられるようにする。 
＜社会教育主事講習［B］群馬会場開設＞ 

   ・ 社会教育主事（社会教育行政関係者）等が一堂に会し、県の社会教育関係重点施策説明
及び資質向上のための講演等を内容とする研修会を実施する。 
＜社会教育研修支援、社会教育人材ネットワーク化推進＞ 

 
  ●生涯学習センター運営【再掲】 
    
  ●ＬＡ（図書館 Library & 文書館 Archive）統合デジタルアーカイブを見据えた郷土資料・特

別文庫集中デジタル化 
   ・ 県立図書館の貴重資料デジタル化と文書館デジタル資料との統合アーカイブの構築を目

標とする「ＬＡ統合デジタルアーカイブを見据えた郷土資料・特別文庫集中デジタル化」
に取り組む。 
＜郷土資料・特別文庫集中デジタル化＞ 

 
  ●読書活動推進 
   ・ 群馬県読書活動推進計画（第２次）に基づき、家庭や地域全体で子どもから大人まで、

また障害の有無に関わらず全ての県民が読書に親しむ環境の充実を推進する。 
＜読書活動推進＞ 

    
  ●県立図書館運営 
   ・ 県内図書館の中核館として、郷土資料や高度専門的資料の収集と調査相談機能の充実を

図るとともに、市町村や学校図書館等への支援、相互貸借等図書館間の連携を促進する。 
    ＜図書館運営＞ 
 

 政策⑤ 全ての子どもの学びを支援する取組の充実  
  ●フリースクール等への支援 
   ・ 不登校児童生徒等への学習支援や居場所づくりなどの支援を充実し、児童生徒が自ら社

会とつながろうとする力を高められるよう、フリースクール等に対する事業運営費補助等
を実施する。 
＜フリースクール等支援事業補助金＞ 

 
  ●青少年自立・再学習支援 
   ・ 不登校等の悩みを抱える青少年に相談活動や職場体験等の体験活動を通して、社会的自

立を支援する。 
＜G-SKY Plan＞ 

   ・ 高校中退者等に対して、高等学校卒業程度の学力を身につけさせるための学習相談及び
学習支援を行う。 
＜ステップアップ支援促進事業＞ 

２６ 



 
 

 
 

 
 

 

少
年
科
学
館
で
は
、  

 

子
供
た
ち
に
科
学
す
る 

心
を
育
み
、
学
校
の 

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
に
つ 

げ
る
観
点
か
ら
、
少
年 

科
学
教
育
を
推
進
し
て 

い
ま
す
。 

 

■

多
様
な
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム 

 
 

平
日
は
学
校
や
幼
稚
園
な
ど
の
団
体
利
用
を
積
極
的

に
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
科
学
展
示
室
で
の
学
習
、
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
の
学
習
投
影
、
天
文
や
科
学
実
験
な
ど
、
希

望
や
実
態
に
応
じ
た
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
案
し
て
い
ま

す
。
校
外
学
習
や
理
科
授
業
の
１
コ
マ
と
し
て
、
ま
た
、
教

職
員
の
研
修
等
で
も
利
用
で
き
ま
す
。 

■

科
学
展
示
室 

科
学
の
原
理
や
し
く
み
に
つ
い
て
体
験 

で
き
る
展
示
物
が
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
手
作
り
展
示
物
や
県
内
の
施
設
と 

連
携
し
た
展
示
物
も
あ
り
ま
す
。 

土
・日
・祝
日
は
「サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
」 

「科
学
工
作
」「サ
イ
エ
ン
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

コ
ー
ナ
ー
」等
の
無
料
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
て 

い
ま
す
。 

■

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム 

最
新
の
４
Ｋ
デ
ジ
タ
ル
式 

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
臨
場
感 

あ
ふ
れ
る
星
空
を
楽
し
め
ま 

す
。(

観
覧
料
：中
学
生
以
下
無
料
、
大
人
３
０
０
円) 

一
般
番
組
の
投
影
は
、
平
日
は
１
日
１
回(

午
後
３
時 

３
０
分
か
ら
）、
土
曜･

日
曜･

祝
日
は
１
日
４
回
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
「こ
ど
も
宇
宙
教
室
」や
「星
空
と
音
楽
の
集

い
」な
ど
の
無
料
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
て
い
ま
す
。 

■

天
体
観
察
会 

高
倍
率
の
望
遠
鏡
で
、
月
や
木  

 
 

星
、
土
星
な
ど
を
観
察
す
る
無
料
イ

ベ
ン
ト
で
す
。
家
族
で
楽
し
む
天
体

観
察
入
門
編
で
す
。 

  

■

お
も
し
ろ
科
学
教
室 

県
内
の
社
会
教
育
施
設
等
と
連
携
し
、 

科
学
の
楽
し
さ
や
自
然
の
不
思
議
さ
を 

実
感
で
き
る
教
室
で
す
。
。 

年
間
約
７
０
回
開
催
し
て
い
ま
す
。 

 

■

特
別
イ
ベ
ン
ト 

春
夏
秋
冬
、
年
間
４
回
、
特
別
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
こ
の
期
間
は
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
無
料
投

影
を
行
い
ま
す
。
県
内
の
企
業
や
高
等
学
校
な
ど
と
連

携
し
て
、
子
供
た
ち
の
科
学
へ
の
興
味
・関
心
を
高
め
る

よ
う
な
体
験
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。 

◆
お
問
合
せ
先 

▼
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

少
年
科
学
館  

☎
０
２
７‐

２
２
０‐

１
８
７
６(

直
通) 

 
(

月
曜
休
館
・月
曜
祭
日
の
場
合
は
翌
日
休
館
） 

 

◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

  

下
記
Ｑ
Ｒ
よ
り
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。 

少年科学館    

紹介！県生涯学習センター 

２７ 



 
 

         

群
馬
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
２
階
に
あ
る
視
聴
覚

セ
ン
タ
ー
で
は
、
郷
土
資
料
（
群
馬
県
の
歴
史
、
文

化
、
人
物
、
自
然
な
ど
の
映
像
）
の
Ⅾ
Ⅴ
Ⅾ
や
１
６

ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
を
多
く
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、

映
画
や
ア
ニ
メ
の
Ⅾ
Ⅴ
Ⅾ
や
音
楽
Ⅽ
Ⅾ
な
ど
も
あ
り
、

視
聴
覚
ブ
ー
ス
に
お

い
て
、
ど
な
た
で
も
無

料
で
お
楽
し
み
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
貴
重
な
１

６
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
や

映
写
機
、
Ⅾ
Ⅴ
Ⅾ
を
、

地
域
の
団
体
様
に
貸

し
出
し
を
し
て
い
ま

す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

明
る
い
環
境
で
落

ち
着
い
て
学
習
で
き

る
学
習
ス
ペ
ー
ス
は
、

本
を
読
ん
だ
り
、
調
べ

物
を
し
た
り
す
る
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
の

学
び
を
深
め
る
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

 

視
聴
覚
セ
ン
タ
ー

の
受
付
で
は
、
利
用
者

の
求
め
る
視
聴
覚
資
料
を
検
索
し
、
視
聴
覚
ブ
ー
ス

で
の
利
用
や
団
体
様
へ
の
貸
し
出
し
に
迅
速
に
対
応

し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
団
体
様
に
貸
し
出
し
を
し
て
い
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
タ
ー
や
、
館
内
で
の
会
議
等
に
貸
し
出
し
を
し

て
い
る
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
機
器
を
、
視
聴
覚
セ
ン
タ

ー
の
職
員
が
、貸
し
出
し
の
前
や
返
却
さ
れ
た
後
に
、

丁
寧
に
手
入
れ
を
し
て
い
ま
す
。 

         

 

学
校
や
公
民
館
等
の
団
体
様
に
は
、
Ⅾ
Ⅴ
Ⅾ
、
ビ

デ
オ
、
１
６
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
教
材
や
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
、
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
等
の
機
材
を
無
料
で
お
貸

し
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
御
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

「
障
害
の
あ
る
人
の
気
持
ち 

 

私
た
ち
の
一
歩
」 

      

「
大
切
な
ひ
と
」 

      

「
い
じ
め
～
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い 

そ
れ
ぞ
れ
の
言
い
分
～
」 

紹介！県生涯学習センター 

視聴覚センター  

２８ 

◆教材・機材の貸出申し込みお問い合せ先  

群馬県生涯学習センター２階 視聴覚センター ℡：０２７－２２４－３５４１（直通） 

（月曜休館・月曜祭日の場合は翌日休館） 

◆ホームページ  右記QRからアクセスしてください 

 



幼

児

同

士

の
遊

び
や
ふ 

れ
あ
い
、
保

護

者

同

士

の 

情

報

交

換

の
場

で
す
。 

県

民

の
皆

様

に
よ
り
親

し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

「

キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
ぐ
ん
ま
ち
ゃ

ん
」
の
愛

称

で
開

室

し
て
い

ま
す
。 

 

ワ
ン
フ
ロ
ア
の
明

る
く
広

い
室

内

で
、
子

供

た
ち
が
楽

し
く
過

ご
せ
る
よ
う
、
お
も
ち
ゃ
や

絵

本

な
ど
を
た
く
さ
ん
用

意

し
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
子

育

て
支

援

や
読

み
聞

か

せ
な
ど
も
あ
り
、
授

乳

室

も
用

意

し
て
い
ま

す
。 

             

                      

    

キッズルーム 

 

◆

基
本
情
報 

▼

利
用
時
間 

９
時
３
０
分
～
１
７
時
（
休
館
日
除
く
） 

▼

対
象 

未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者 

▼

子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 

毎
週
火
～
土
曜
日 

１
０
時
～
１
１
時
３
０
分 

セ
ン
タ
ー
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
乳
幼
児
の
遊
び
の
支
援
・

子
育
て
に
関
す
る
情
報
提
供
な
ど
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
し

つ
け
や
発
育
な
ど
育
児
に
関
す
る
相
談
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。 

 

▼

イ
ベ
ン
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

月
１
～
２
回
１
０
時
３
０
分
～
１
１
時
３
０
分 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
読
み
聞
か
せ
や
紙
芝
居
、
親
子

遊
び
、
簡
単
な
工
作
な
ど
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
出
し
物
を

行
い
ま
す
。 

 

▼

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
来
館
日
や
イ
ベ
ン
ト
の
開 

催
日
な
ど
を
御
案
内
し
て
い
ま
す
。 

イ
ベ
ン
ト
の
様
子
な
ど
も
更
新
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
左 

記
Ｑ
Ｒ
よ
り
ぜ
ひ
御
覧
く
だ
さ
い
。 

   ◆

お
問
合
せ
先 

  

（ 

月
曜
休
館
・
月
曜
祭
日
の
場
合
は
翌
日
休
館
） 

 

1.絵本   

2.乗り物  

3.ブロック各種  

4.テントウムシ 

5.ボール、サイコロ、音の出るおも

ちゃなど。転がして遊べるよ！  

6.大人気のすべり台！  

↑広々としたスペー

スです。のびのびと

遊べます(^▽^) 

授 乳室 もあり

ますので御利

用くださいね↓ 

１  

２

 

３  

４  ５

 

６

 

☎
０
２
７‐

２
２
４‐

３
５
４
１ 

(

直
通) 

 

育児学習室 

29２

7

紹介！県生涯学習センター 

▼

県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
２
階 

キッズルームぐんまちゃん  

 



     

▼

ぐ
ん
ま
県
民
カ
レ
ッ
ジ
と
は 

県
や
市
町
村
、
大
学
、
専
修
学
校
、
公

民
館
、
博
物
館
等
が
連
携
し
て
、
県
民
の

皆
さ
ん
一
人
一
人
の「
学
び
」を
応
援
す
る

仕
組
み
で
す
。 

「
ス
タ
ン
プ
手
帳
」
を
入
手
す
れ
ば
、
す

ぐ
に「
学
び
」
を
始
め
ら
れ
ま
す
。
御
希
望

さ
れ
る
方
に「
ス
タ
ン
プ
手
帳
」
を
無
料
で

配
付
し
て
お
り
ま
す
。
群
馬
県
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
２
Ｆ
情
報
相
談
フ
ロ
ア
等
で
入
手

で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
群
馬
県
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

▼

ど
こ
で
学
習
で
き
る
の
？ 

群
馬
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
や
連
携
機

関
で
実
施
さ
れ
る
講
座
や
講
演
会
、
博
物

館
や
図
書
館
、
美
術
館
等
の
施
設
見
学
な

ど
、
様
々
な
場
で
学
び
た
い
も
の
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

 

▼

対
象
は
誰
？ 

県
民
の
誰
も
が
参
加
可
能
で
、
自
分
の

目
的
や
趣
味
な
ど
に
合
わ
せ
て
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。  

 ▼

具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
に
進 

 

１
時
間
に
つ
き
、
１
ス
タ
ン
プ
を
押
印
し
ま

す
。
規
定
の
押
印
数
に
達
す
る
と
、
群
馬
県

教
育
委
員
会
か
ら
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま

す
（
１
０
０
個
で
妙
義
賞
、
３
０
０
個
で
榛
名

賞
、
５
０
０
個
で
赤
城
賞
）
。
表
彰
式
は
毎
年

１
月
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

▼

ｗｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
で
情
報
検
索
！ 

講
座
イ
ベ
ン
ト
の
情
報
提
供
な
ど
も
充
実
し

た
の
で
、
ぜ
ひ
御
覧
く
だ
さ
い
。
ぐ
ん
ま
県
民
カ

レ
ッ
ジ
の
連
携
機
関
に
よ
る
講
座
（
ス
タ
ン
プ
対

象
）
の
他
、
イ
ベ
ン
ト
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
・
サ

ー
ク
ル
団
体
・
視
聴
覚
教
材
・
機
材
等
が
検
索

で
き
ま
す
！ 

            

県生涯学習センター 

 

事務局 

ぐんま県民カレッジ  

２7 

 

２30 

２ ８

２ ８

２ ８

め
れ
ば
い
い
の
？ 

◆お問合せ先  

 

（月曜休館・月曜祭日の場合は翌日休館） 

 

 

▼県生涯学習センター 027－224－5700

◆ホームページ  右記QRからアクセスしてください。 



  

   

 

群
馬
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る
「
ハ
ー
ト

フ
ル
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、
県

が
立
ち
上
げ
た
２
ヶ
所
目
の
障
害
者
就
労
支
援
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
で
す
。
既
に
数
名
が
こ
こ
を
巣
立
ち
、
小

学
校
や
県
立
の
高
校
で
校
務
補
助
と
し
て
働
い
て
い

ま
す
。 

 

 

   

就
労
を
目
指
し
て 

 

指
導
員
２
名
と
障
害
の
あ
る
ス
タ
ッ
フ
で
構
成
さ

れ
、
本
セ
ン
タ
ー
や
学
校
等
で
、
除
草
や
剪
定
、
芝

生
の
管
理
な
ど
環
境
整
備
を
中
心
に
業
務
を
行
っ
て

い
ま
す
。
最
近
で
は
、
多
岐
に
わ
た
っ
た
業
務
を
行

っ
て
い
ま
す
（
写
真
参
照
）
。
就
労
を
目
指
し
て
、

様
々
な
知
識
、
技
術
を
学
び
、
日
々
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
毎
日
の
作
業
を
通
し
て
、
社
会
性
や
自
発
性
を

身
に
付
け
る
取
組
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
お
互
い

を
思
い
や
る
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。 

      

 

     

地
域
の
一
員
と
し
て 

 
 

来
館
者
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
、
南
側
の

敷
地
に
コ
ス
モ
ス
畑
を
作
り
ま
し
た
。
今
で
は
、
写

真
映
え
す
る
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
皆
さ
ん
に
喜
ば
れ
て

い
ま
す
。 

   

 

 

     

 

紹
介
！
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

    

３１ 

館内の階段（窓）拭き。手跡を

きれいに拭きとっています！ 

１６ｍｍ映写操作技術認

定証を取得。上映の操作

を任されています！ 

職員研修を企画。 

モルックを実施しました！ 

駐車場の白線引きも 

お手の物！！ 

夏とくイベント。 

子供たちにスライムの作り方

を教えました！ 

環境整備。きれいになる

とやりがいを感じます！ 

封入等の事務作業も 

しています！ 

ハ
ー
ト
フ
ル
ス
ク
ー
ル 

 

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

  

下
記
Ｑ
Ｒ
よ
り
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。 

◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

   



 ―
 

 

群
馬
県
で
は
「
出
前
な
ん
で
も
講
座
」
を
開
設
し
て

い
ま
す
。
講
師
の
派
遣
は
無
料
で
す
。
対
象
は
、
県
内

の
町
内
会
や
子
供
会
な
ど
の
地
域
の
団
体
、
企
業
な
ど

の
民
間
団
体
、
学
校
や
市
町
村
な
ど
の
公
的
団
体
な
ど

が
主
催
す
る
、
お
お
む
ね
１
５
人
以
上
の
会
議
や
説
明

会
、
授
業
な
ど
で
す
（
営
利
目
的
の
集
会
等
は
対
象

外
）
。
こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
が
担
当

す
る
講
座
を
紹
介
し
ま
す
。
申
込
方
法
は
群
馬
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
参
照
。
御
希
望
が
あ
る
団
体
は
、
申
込
書
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

●
群
馬
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内 

出
前
な
ん
で
も
講
座
Ｑ
Ｒ 

 

群
馬
県
視
聴
覚
セ
ン
タ
ー
が
所
蔵

す
る
１
６
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
（
ア
ニ
メ

映
画
、
郷
土
映
像
等
）
を
鑑
賞
す
る

映
画
会
を
実
施
し
ま
す
。
一
般
・
子

供
・
高
齢
者
等
、
様
々
な
年
代
に
応

じ
た
１
６
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
を
御
用
意

で
き
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
時
代
だ
か
ら

こ
そ
、
「
カ
タ
カ
タ…

」
と
い
う
１

６
ミ
リ
映
写
機
の
動
作
音
や
昔
な
が

ら
の
温
か
い
雰
囲
気
、
古
き
良
き

時
代
の
映
像
な
ど
の
魅
力
を
味
わ

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
過
去
に
は
「
家
族
の
若
か

り
し
頃
」
に
出
会
え
た
方
も
い

ま
し
た
。
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
作
品 

を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
、
紹
介
動
画
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
御
活
用
く
だ
さ
い
。 

  

 
 

 

  

 

子
育
て
中
に
誰
も
が
体
験

す
る
よ
う
な
「
困
っ
た
・
ど
う

し
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
参
加

者
同
士
で
役
割
演
技
や
話
合
い

を
し
な
が
ら
子
育
て
に
つ
い
て

学
ぶ
体
験
型
の
研
修
会
で
、
役
割
演

技
や
話
合
い
の
準
備
、
進
行
等
は
県
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
行
い
ま
す
。
子
育
て
中
の

保
護
者
や
こ
れ
か
ら
親
と
な
る
世
代
を
対
象
と
し
た
研

修
会
や
公
民
館
の
講
座
で
、
ま
た
、
学
校
で
は
入
学
説

明
会
、
就
学
時
健
診
時
、
保
護
者
懇
談
会
な
ど
で
も
御

活
用
で
き
ま
す
。 

〇
テ
ー
マ
例
「
子
供
の

ほ
め
方
・
し
か
り
方
」

「
入
学
に
向
け
た
心
構

え
」
「
思
春
期
の
子
ど
も

と
ど
う
関
わ
る
？
」
「
生

活
習
慣
・
将
来
に
わ
た
る

健
康
の
た
め
に
」
「
ス
マ

ホ
と
の
付
き
合
い
方
」
な

ど
。 

  

こ
の
講
座
で
は
、
県
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
内
の
少
年
科
学
館

の
施
設(

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
等)

、

事
業
の
概
要
、
展
示
物
の
説

明
な
ど
、
利
用
の
際
の
楽
し

み
方
を
紹
介
し
ま
す
。 

ま
た
、
県
民
に
生
涯
学
習

の
情
報
を
提
供
す
る
生
涯
学
習

支
援
シ
ス
テ
ム
「
ぐ
ん
ま
県
民

カ
レ
ッ
ジ
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
」
に

つ
い
て
の
説
明
も
行
い
ま
す
。
少
年
科
学
館
や
ぐ
ん
ま

県
民
カ
レ
ッ
ジ
に
興
味
が
あ
る
、
利
用
し
て
み
た
い
と

い
う
団
体
は
ぜ
ひ
御
活
用
下
さ
い
。 

１６ミリフィルム 

映画会 

紹
介
！
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

出
前
な
ん
で
も
講
座 

●
１
６
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
作
品
検
索
Ｑ
Ｒ 

●
１
６
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
映
画
会 

紹
介
動
画
Ｑ
Ｒ 

トーキング 

ワクわく子育て 

３２ 
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